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市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

浜
田
市
長　

久
保
田
章
市

　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
信
任
を
得
て
、

市
長
と
し
て
、
市
政
の
執
行
に
あ
た
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
か
ら

の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
期
待
の
大
き
さ

と
、
浜
田
市
の
発
展
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
を
守
っ
て
い
く
使
命
を
担
う
こ

と
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。

　

今
、浜
田
市
の
最
も
大
き
な
課
題
は
、

若
者
の
流
出
、
出
生
数
の
減
少
な
ど
に

よ
り
人
口
が
減
り
、
ま
ち
の
活
気
が
失

わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
元
気
な
浜
田
を
つ
く
る
」
こ
と
が
、

私
の
願
い
で
あ
り
、
こ
れ
に
向
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

　

元
気
な
浜
田
を
つ
く
る
た
め
に
、
ま

ず
高
齢
者
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
、「
こ
の
ま

ち
に
住
み
た
い
」
と
い
わ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
英
知
と
お
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
官
民
一
体
で
、
各
種

施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
20
日
に
行
わ
れ
た
浜
田
市
長

選
挙
で
、
初
当
選
し
た
久
保
田
章
市

市
長
は
、
10
月
23
日
に
初
登
庁
し
ま

し
た
。

　

久
保
田
市
長
は
、
午
前
９
時
に
大

谷
副
市
長
ら
多
数
の
市
職
員
が
出
迎

え
る
中
、
市
役
所
前
市
民
広
場
に
到

着
。
車
を
降
り
た
市
長
は
、
市
職
員

か
ら
贈
ら
れ
た
花
束
を
胸
に
抱
き
、

拍
手
の
中
、
庁
舎
３
階
の
市
長
室
へ

入
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
庁
舎
４
階
講
堂
で
行
わ

れ
た
市
長
就
任
式
で
は
、
約
１
０
０

人
の
職
員
を
前
に
、「
市
民
や
企
業

の
皆
さ
ん
か
ら“
あ
り
が
と
う
”、“
お

か
げ
さ
ま
で
”
と
感
謝
さ
れ
る
よ
う

な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
」「
部
下
か

ら
“
あ
の
人
の
下も

と

で
働
き
た
い
”
と

思
わ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
訓
示
を
行
い
、「
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
、
若
者
が
住
み
た

い
と
思
う
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
」「
力
を
合
わ
せ
て
と

も
に
元
気
な
浜
田
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

就
任
記
者
会
見
に
お
い
て
も
、「
特

に
、
若
者
人
口
増
加
に
向
け
て
、
産

業
振
興
や
企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場

の
確
保
や
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
り
た
い
」
な
ど
、
元
気
な
浜
田
を

つ
く
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、
力

強
く
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
日
午
前
に
は
、
幹
部
職
員
と
の

会
議
に
出
席
し
、
さ
っ
そ
く
公
務
に

取
り
掛
か
り
、
久
保
田
市
政
が
発
進

し
ま
し
た
。

職員を前に抱負を述べる久保田市長

元
気
な
浜
田
を
つ
く
り
た
い

久
保
田
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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　10月７日㈪、浜田高等学校第８期体操部主将である樋野俊晴
さん（松江市在住）から、浜田市名誉市民である竹本正男さん
の「ふるさと浜田に恩返しをしたい」という想いで預けられて
いたメルボルン・ローマ両オリンピックの大会ブレザー、ロー
マ大会の競技用ユニフォーム、ヘルシンキ大会内トレーニング
ウェアなどを浜田市に寄贈いただきました。
　2020年の東京オリンピック開催が決まり、樋野さんが「オリ
ンピックや体操への関心が高まる今、浜田の青少年教育に役立
ててほしい」との想いで寄贈されたものです。
　竹本正男さんは、オリンピック３大会（ヘルシンキ大会、メ
ルボルン大会、ローマ大会）で計７個（金１個、銀及び銅各３個）
のメダルを獲得し、体操ニッポンの礎を築かれました。その活
躍から、「体操の神様」と称され日本人では初めて平成９年に、
国際体操殿堂入りを果たされました。
　寄贈いただいたユニフォームなどは非常に貴重なもので、傷
みやすく劣化や破損するおそれがありますので常設展示はでき
ませんが、今後、子どもたちをはじめ、市民の皆さんにご覧い
ただく機会をつくっていきたいと考えています。

　10月26日㈯、「いのちと安全安心の日」に合わせ、浜田市安
全安心まちづくり推進大会を、島根県立大学講堂及びコミュニ
ティプラザ周辺を会場に開催しました。
　この大会は、“だれもが安全で安心して暮らすことができる
地域社会の実現”を基本理念に、市民と行政が一緒になって防
犯意識を高め、防犯活動に取り組んでいくことを目的に開催し
ているもので、当日は約400人の市民が参加しました。
　大会は、「はまだ灯2013」と題し、第１部は大会や式典、第
２部はみらいサミット、第３部ははまだ灯の３部構成で行われ
ました。
　式典では、功労団体表彰や小学生によるあいさつ川柳の表彰
などを行い、防犯意識の高揚を図りました。みらいサミットで
は、地元高校生と県立大学生が「私たちの住むまちの安全」を
テーマに意見を交わし、市民の皆さんがこれからの浜田の安全
安心について考えるよい機会となりました。
　また、市民団体「はまだを明るく照らし隊」を中心とした「は
まだ灯」では、「灯りが繋

つ な

げる市民の絆
きずな

」をテーマに約2，600個
のキャンドルなどを灯し、県立大学合唱部のコーラスなどが行
われるなか、今年で４年を迎えたあの悲惨な事件で犠牲となっ
た平岡都さんを偲

し の

び事件の早期解決を祈りました。
　この大会の開催を通し、安全で安心して暮らすことのできる
地域社会の実現を目指していきます。

謝恩品を手渡す樋野さん

寄贈を受けた大会ブレザーや競技用ユニフォーム

地元高校生らがまちの安全について意見を交わしました

やわらかな灯りが県立大学の広場を包みました

♠City Report

「体操の神様」と呼ばれていた人
～ 竹本正男さんの謝恩品の寄贈がありました ～

灯りが繋
つ な

げる市民の絆
～ はまだ灯

ともし

2013 ～
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Ｓ47年７月

浜田ダム洪水実績（浜田ダム地点）

Ｓ58年７月

Ｓ60年７月

Ｓ63年７月

Ｈ10年８月

Ｈ25年８月

589.5
279.1

482

318.2
254.3

614

276.1
130.0

542

273.5
129.9

345

196.8
90.3
137

193.7
130.0

627

最大流入量（㎥／秒）
最大放流量（㎥／秒）
総雨量（mm）

浜田ダムからの放流状況
8月24日㈯午前７時30分頃の浜田大橋付近の状況
氾濫危険水位にせまり、氾濫の危険がありました

浜田大橋付近水位　１．８０ｍ
（約１ｍの水位低下の効果がありました。）

　

浜
田
ダ
ム
は
、
度
重
な
る
洪
水
被
害
か
ら

市
街
地
を
守
る
た
め
の
抜
本
的
な
治
水
対
策

と
し
て
昭
和
38
年
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

洪
水
調
節
（
洪
水
に
よ
る
水
害
を
防
ぐ
）
と

発
電
（
ダ
ム
に
貯
め
た
水
で
水
力
発
電
を
行

う
）
を
行
う
機
能
を
持
っ
た
多
目
的
ダ
ム
と

し
て
、
現
在
ま
で
約
50
年
間
に
わ
た
り
ダ
ム

の
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
23
日
か
ら
の
洪
水
対
策

過
去
３
番
目
の
洪
水
実
績

　

８
月
23
日
㈮
か
ら
24
日
㈯
に
か
け
て
降
り

続
い
た
大
雨
で
は
、“
昭
和
63
年
に
匹
敵
す

る
25
年
振
り
の
豪
雨
に
よ
る
洪
水
調
節
”
を

行
い
ま
し
た
。

　

浜
田
ダ
ム
で
は
、
雨
が
降
り
ダ
ム
に
流
れ

込
む
水
の
量
が
“
毎
秒
１
３
０
㎥
”
を
超
え

る
場
合
を
“
洪
水
”
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
ダ
ム
下
流
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
ダ
ム
を
管
理
・
操
作
す
る
こ
と
を
洪
水
調

節
（
今
後
降
る
雨
の
量
を
予
測
し
な
が
ら
ダ

ム
へ
入
っ
て
く
る
雨
の
量
と
ダ
ム
放
流
量
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
調
節
を
行
う
）
と
い
い
ま

す
。

　

昭
和
38
年
３
月
に
運
用
を
開
始
し
て
以
来
、

洪
水
調
節
を
行
う
の
は
今
回
で
６
回
目
と
な

り
ま
す
。
特
に
昭
和
58
年
及
び
昭
和
63
年
に

は
、
ダ
ム
に
流
れ
込
む
水
の
量
が
“
洪
水
量

毎
秒
１
３
０
㎥
”
を
は
る
か
に
上
回
る
流
入

量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
降
雨
で
は
、
浜
田
ダ
ム
地
点
に
お

け
る
最
大
時
間
雨
量
が
63
㎜
、
雨
の
降
り
始

め
か
ら
の
総
雨
量
は
５
４
２
㎜
、
ダ
ム
へ
の

最
大
流
入
量
は
過
去
に
発
生
し
た
洪
水
の
中

で
も
３
番
目
に
多
い
毎
秒
２
７
６
㎥
に
達
し

ま
し
た
。

洪
水
調
節
の
効
果

　

こ
の
た
び
行
っ
た
洪
水
調
節
に
よ
っ
て
、

最
大
流
入
量
毎
秒
２
７
６
㎥
に
対
し
て
、
ダ

ム
へ
毎
秒
１
４
６
㎥
を
貯
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
建
設
中
の
第
二
浜
田
ダ
ム
の
一

時
的
な
調
節
効
果
と
併
せ
て
下
流
の
浜
田
大

橋
水
位
局
で
は
、
ダ
ム
が
な
か
っ
た
場
合
に

比
べ
１
０
６
㎝
の
水
位
低
下
の
効
果
が
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
洪
水
を
安
全
に
流
し
市

街
地
で
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

浜
田
ダ
ム
が
果
た
し
た
役
割

ダ
ム
が
行
う
洪
水
調
節
の
機
能
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浜
田
ダ
ム
の
は
た
ら
き

　

浜
田
ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
、
毎
秒
１
３
０

㎥
の
流
入
量
（
洪
水
調
節
）
を
超
え
る
降
雨

が
あ
る
場
合
以
外
に
も
、“
あ
る
程
度
の
雨

量
に
よ
り
「
ダ
ム
の
規
定
に
よ
る
貯
水
位
」

を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
”
に
お

い
て
、
貯
水
位
を
維
持
す
る
た
め
の
放
流
を

行
い
ま
す
。

ダ
ム
の
規
定
に
よ
る
貯
水
位

・
貯
水
位　

１
２
６
・
０
ｍ

（
６
月
16
日
～
９
月
30
日
の
期
間
・

洪
水
期
）

・
貯
水
位　

１
３
９
・
５
ｍ

（
10
月
１
日
～
６
月
15
日
の
期
間
・

非
洪
水
期
）

※　

平
成
24
年
４
月
～
平
成
25
年
３
月

　

放
流
を
２
回
実
施

※　

平
成
25
年
４
月
～
10
月
31
日
現
在

　

放
流
を
６
回
実
施

浜
田
ダ
ム
か
ら
放
流
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は

・
ダ
ム
警
報
車
で
巡
回
を
行
い
、
警
報

車
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
マ
イ
ク
放
送

を
行
い
ま
す
（
放
流
１
時
間
前
か

ら
）。

・
ダ
ム
警
報
局
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
マ

イ
ク
放
送
及
び
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を

行
い
ま
す
（
放
流
30
分
前
）。

・
川
に
入
っ
て
い
る
人
は
、
速
や
か
に

川
か
ら
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
川

に
は
近
づ
か
な
い
、
川
に
は
絶
対
に

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

浜
田
ダ
ム
の
再
開
発

　

島
根
県
浜
田
河
川
総
合
開
発
事
務
所
で
は
、

浜
田
ダ
ム
下
流
で
第
二
浜
田
ダ
ム
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。併
せ
て
浜
田
ダ
ム
で
も“
浜

田
ダ
ム
再
開
発
”
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
浜
田
ダ
ム
は
ゲ
ー
ト
に
よ
り
洪
水

調
節
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
再
開
発
工
事
で

ゲ
ー
ト
を
撤
去
し
、
自
然
調
節
に
よ
り
洪
水

調
節
を
行
う
“
ゲ
ー
ト
レ
ス
ダ
ム
”
に
生
ま

れ
変
わ
る
計
画
と
し
て
お
り
、
平
成
26
年
か

ら
の
工
事
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

浜
田
ダ
ム
及
び
浜
田
ダ
ム
再
開
発
に
つ
い

て
の
情
報
な
ど
詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
浜
田
県
土
整
備
事
務
所
（
浜
田
ダ
ム
だ
よ

り
）

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
h

a
m

a
d

a
_k

en
d

o
/syo

u
k

a
i/d

a
m

.
htm

l

○
島
根
県
河
川
課
（
水
防
情
報
）

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
kasen/

○
浜
田
河
川
総
合
開
発
事
務
所

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
ham

adakasen/

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
浜
田
県
土
整
備
事
務
所
土
木
維
持

課
浜
田
ダ
ム
管
理
所

（
☎
�
０
１
３
６
）

浜
田
ダ
ム
か
ら
放
流
中
は

・
ダ
ム
警
報
局
の
赤
色
回
転
灯
が
回
転
し
て

ダ
ム
が
放
流
中
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

・
川
に
は
近
づ
か
な
い
、
ま
た
川
に
は
絶
対

に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

警
報
局　
河
内
警
報
局
・
黒
川
警
報
局
・
道

分
山
警
報
局
・
殿
町
警
報
局
（
浜
田
市
役

所
屋
上
）
・
片
庭
警
報
局
（
浜
田
合
庁
屋

上
）
の
５
箇
所
及
び
浜
田
ダ
ム
管
理
所

貯水池の状況（8月24日㈯　午前11時45分頃 水位130.2ｍ）

浜田川
中筋川
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（旭支所自治振興課）

　市では毎年、新年を迎えた喜びを市民の皆さ
んと祝う「市民新年賀会」を開催しています。
来年は次のとおり開催しますので、多数の参加
をお待ちしています。

日時　平成26年１月６日㈪
開会　午後４時
場所　浜田ワシントンホテルプラザ
会費　１人１，０００円
申込方法　会費を添えて、市役所本庁３階総合

調整室に持参してください。
申込締切日　12月９日㈪
申込み・問い合わせ先

本庁総合調整室
（☎�９１０２）

　12月28日㈯から平成26年１月５日㈰まで閉庁
します。
問い合わせ先
　本庁総務課総務管理係（☎�９１１０）

電気設備定期点検に伴う使用停止
　庁舎停電のため、12月１日㈰に証明書自動交
付機を一時停止する予定としていましたが、次
のとおり日程が変更となりましたのでお知らせ
します。
変更後　平成26年１月12日㈰　正午～午後５時
年末年始の使用停止
　年末年始は、次のとおり証明書自動交付機が
使用できません。
停止日　12月29日㈰～平成26年１月３日㈮

　美川公民館及び同館行政窓口は、地区行事準
備のため次のとおり休館します。
休館日　12月27日㈮
問い合わせ先
　本庁総合窓口課総合窓口係

（☎�９４００）

　旭町来尾地区の来尾松葉会では、宝く
じの普及広報を目的として、その受託事
業収入を財源に実施している㈶自治総合
センターの平成25年度コミュニティ助成
事業（宝くじ助成事業）を活用し、ゲー
トボール場休憩所を整備しました。
　今後は、健康でいきいきと活動できる
コミュニティの場として有効活用され、
地域の維持につながっていくことが期待
されます。

年末年始の市役所業務

証明書自動交付機

美川公民館休館のお知らせ

市民新年賀会 参加募集

平成25年度
　宝くじコミュニティ助成事業
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広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合
野原町(☎�１４６８)

　平成24年度（平成24年４月１日～平成25年３月31日）の決
算は、次のとおりとなりました。

平成24年度浜田地区広域行政組合決算総括表
（単位：円）　　　　　　　　　　

会計別 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

※　残額は、繰越
金として翌年度
の事業に充てら
れます。

一般会計 2，369，424，000 2，369，909，374 2，356，741，948 13，167，426
介護保険特別会計 10，648，019，000 10，600，046，483 10，578，412，691 21，633，792

合計 13，017，443，000 12，969，955，857 12，935，154，639 34，801，218

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

分担金及び
負担金 1，167，703 1，167，184 関係市からの負担金

使用料及び
手数料 62，009 64，198 可燃ごみ搬入手数料な

ど

財産収入 2，572 2，573 土地・建物の貸付料、
基金の利子など

繰入金 1，011，456 1，011，112 ふるさと市町村圏振興基金、広域
連携推進事業基金からの繰入金

繰越金 12，170 12，170 平成23年度一般会計
からの繰越金

諸収入 13，514 12，672 事業実施に伴うそのほか
の収入や預金利子など

県支出金 100，000 100，000 県からの補助金
歳入合計 2，369，424 2，369，909

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

保険料 1，843，331 1，847，812 第１号被保険者から
徴収した保険料

分担金及び
負担金 1，481，046 1，481，041 関係市からの負担金

使用料及び
手数料 186 231 保険料の滞納に係る

督促手数料
国庫

支出金 2，741，311 2，693，787 ・介護給付費国庫負担金
・介護保険事業の国庫補助金

支払基金
交付金 2，948，813 2，949，889

診療報酬支払基金から支
払われる第２号被保険者
から徴収した保険料など

県支出金 1，545，353 1，538，839 ・介護給付費県費負担金
・介護保険事業の県補助金

財産収入 170 169 介護給付費準備基金
の運用利子

繰入金 1 0 介護給付費準備基金
からの繰入金

繰越金 87，723 87，724 平成23年度介護保険特
別会計からの繰越金

諸収入 85 555 受託事業収入及び預
金利子など

歳入合計 10，648，019 10，600，047

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

議会費 549 270 組合議会の運営に要
する経費

総務費 1，180，865 1，179，007

組合全般に要する経費、地域
振興事業費、ふるさと市町村
圏振興基金返還金、広域連携
推進事業基金積立金など

衛生費 715，308 706，015 可燃ごみ処理施設の管理
運営に要する経費など

公債費 471，702 471，450
可燃ごみ処理施設建
設に伴い借入れをし
た資金の返済金など

予備費 1，000 0
歳出合計 2，369，424 2，356，742

※　平成24年度の一般会計は、「浜田地区ふるさと市町村圏振興基金」
（10億円）を廃止し、元金を浜田市、江津市、島根県に返還した
ことと、島根県の補助金（1億円）を受け、「浜田地区広域連携推
進事業基金」を新たに設置したため、決算額が大きく増加しました。

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

総務費 210，170 200，966 介護保険事業の運営
に要する事務費

保険
給付費 10，029，012 9，976，809

要介護、要支援者の居宅介
護サービス、施設介護サー
ビスなどに要する費用

財政安定化
基金拠出金 1 0

保険給付の安定的な
運営を図るための県
介護保険財政安定化
基金への拠出金

地域支援
事業費 277，291 274，682

要支援・要介護状態に
なることの予防・悪化
防止のための事業費

基金
積立金 54，993 51，356

保険給付費に充てるため
の介護保険料及び基金運
用利子を財源とした基金
積立金

公債費 1 0 県介護保険財政安定
化基金への償還金

諸支出金 76，551 74，600 国庫補助金などの超過
交付分の返納金など

歳出合計 10，648，019 10，578，413
　問い合わせ先
　　浜田地区広域行政組合総務課総務係

（☎�１４６８）

歳入 歳出

歳入 歳出平成24年度介護保険特別会計の決算状況

平成24年度一般会計の決算状況

平成24年度決算の状況
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　あと１か月で新しい１年が始まる日、新年が始
まります。ちょっと早いかもしれませんが、皆さ
ん、過年好（ゴーニェンハオー）！（明けまして
おめでとうございます）。
　日本では、新年の夜明けが近づいて一番鳥が鳴
く声を聞いて無事に一夜が明けるとき、年明けを
無事に迎えられたことをお祝いして「あけまして
おめでとう」というでしょう。中国はこの日だけ
でなく、旧暦の１月１日も新年といいます。しか
し、同じ「年」という漢字にも違う意味がありま
す。ここでちょっと、「年」について紹介したい
と思います。
　中国では、三千年前に「年」という漢字を使い
始めました。意味が今と違って、成熟した穀物を
背負うこと、すなわち収穫するという意味でした。
収穫が毎年１回ですから、「年」がだんだん「１年」
を表す単位になってきました。
　そして旧暦の１月１日に、もう一つの「年」が
あります。
　中国の伝説の中では旧暦の12月30日の夜、「年
（ニェン）」という人間を食べる化け物が山から

出て、付近の村に侵入してきます。その化け物を
避けるために、その日人々は、家に隠れて家族と
一緒にご馳走を食べます。最後の食事かもしれな
いから、できるだけ盛りだくさんの食事を準備し
ておきます。この料理を「年夜飯（ニェンイェファ
ン」といいます。「年（ニェン）」の災難を無事に
過ごすことから、中国では、新年を「過年（ゴー
ニェン）」といもいいます。
　静かで落ち着いている日本の新年に比べて、中
国の新年はにぎやかで、日にちも違いますが、家
族の団らんの日です。通信技術の発展によって
家族や親友などとの連絡が便利になりましたが、
人々の距離はだんだん遠くなるような気がします。
　家族にとって団らんできる新年の数日間が、こ
れからの１年間の宝物になるでしょう。

　

電
波
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

携
帯
電
話
と
い
っ
た
身
近
な
も
の

か
ら
、
航
空
・
消
防
・
救
急
・
警

察
な
ど
の
重
要
な
無
線
通
信
ま
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
て
い
る
無
線
通
信
に

は
、
種
々
の
混
信
・
妨
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
多
く

は
不
法
無
線
局
（
免
許
を
受
け
な

い
で
不
法
に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
）

か
ら
発
射
さ
れ
る
電
波
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、
電
波
を
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
不
法

無
線
局
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

免
許
を
受
け
ず
に
無
線
局
を
開
設

し
た
場
合

・
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
（
電
波
法
１

１
０
条
第
１
項
）

警
察
や
消
防
な
ど
の
重
要
無
線
通

信
の
機
能
を
妨
害
し
た
場
合

・
５
年
以
下
の
懲
役
又
は
２
５
０

万
円
以
下
の
罰
金
（
電
波
法
１

０
８
条
の
２
）

　

特
定
小
電
力
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
・

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
な
ど
の
無
線
機

を
購
入
す
る
と
き
は
、
必
ず
「
技

適
マ
ー
ク
」
が
付
い
て
い
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
線
機
を
改
造
し
て
出
力
を

大
き
く
し
た
り
、
指
定
さ
れ
た

周
波
数
以
外
で
運
用
し
た
り
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
波
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

中
国
総
合
通
信
局
で
は
、
不
法

電
波
に
よ
る
混
信
・
妨
害
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
な
ど
の

困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
電
話
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

不
法
電
波
に
よ
る
混
信
・
妨
害
相

談
　

☎
０
８
２-

２
２
２-

３
３
３
２

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
受
信
障
害

　

☎
０
８
２-

２
２
２-

３
３
８
３

問
い
合
わ
せ
先

中
国
総
合
通
信
局
電
波
利
用
環

境
課
（
☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐

３
３
３
３
）

年の学問
浜田市国際交流員　王

お う

　恒
こ う

私
は
守
り
ま
す
。
電
波
の
ル
ー
ル

～
不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
～

電
波
法
違
反
に
は

　
　
　
　

罰
則
が
あ
り
ま
す

無
線
機
の
使
用
に
は

技
適
マ
ー
ク
の
確
認
を
！
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110

147
119

239

申立て件数（親権制限事件全体）
（件数）

親権停止

身体的虐待
20.0％

親権喪失

性的虐待
0.0％
性的虐待
0.0％

ネグレクト
60.0％

ネグレクト
60.0％

心理的虐待
13.3％

心理的虐待
13.3％

そのほか
6.7％

ネグレクト
21.4％

ネグレクト
21.4％

性的虐待
21.4％
性的虐待
21.4％

心理的虐待
14.3％

心理的虐待
14.3％

そのほか
14.3％

身体的虐待
28.0％

身体的虐待
28.6％

　寒い季節となりました。ここでちょっとガス・
石油ファンヒーターの使い方を見直してみましょ
う。環境にやさしいだけでなく、家計にもおトク
です。
◇室温は20℃を目安にしましょう
ガスファンヒーターの場合
　年間でガス8.15㎥の省エネ　約1，130円の節約
　原油換算9.46ℓ　ＣＯ₂削減量18.6㎏
石油ファンヒーターの場合
　年間で灯油10.22ℓの省エネ　約820円の節約
　原油換算9.68ℓ　ＣＯ₂削減量25.4㎏
※　外気温度６℃のとき、暖房の設定温度を21℃

から20℃にした場合（使用時間：９時間／日）
◇必要なときだけつけましょう
ガスファンヒーターの場合
　年間でガス12.68㎥の省エネ　約1，750円の節約

　年間で電気3.72kWhの省エネ　約80円の節約
　合計　約1，830円の節約
　原油換算15.64ℓ　ＣＯ₂削減量30.2㎏
石油ファンヒーターの場合
　年間で灯油15.91ℓの省エネ　約1，270円の節約
　年間で電気3.89kWhの省エネ　約90円の節約
　合計　約1，360円の節約
　原油換算16.04ℓ　ＣＯ₂削減量40.9㎏
※　１日１時間運転を短縮した場合(設定温度

20℃ )　
【一口メモ】
　室温は急には下がりません。お出掛けや寝る15
分くらい前に切るのがコツです。
出典（参考）　㈶省エネルギーセンター【家庭の

省エネ大辞典2012年版】
（本庁環境課）

親
権
制
限
事
件
と
は
？

　

父
又
は
母
の
親
権
（
財
産
管
理

権
）
の
行
使
に
問
題
が
あ
る
場
合

に
、
そ
の
父
又
は
母
に
つ
い
て
行

わ
れ
る
次
の
事
件
の
事
で
す
。

①
親
権
喪
失　
親
権
を
失
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
親
権
停
止　
最
長
２
年
間
、
一

時
的
に
親
権
の
行
使
を
制
限
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
管
理
権
喪
失　
財
産
管
理
権
を

失
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
親
権
停
止
は
、
児

童
虐
待
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、

平
成
24
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
制

度
で
、
親
権
を
失
わ
せ
る
ま
で
の

必
要
は
な
い
事
案
で
も
、
子
の
利

益
を
守
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ

て
親
権
を
制
限
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
全
国
の
家
庭
裁
判

所
に
申
立
て
が
あ
っ
た
親
権
喪
失

事
件
は
１
１
１
件
、
親
権
停
止
事

件
は
１
２
０
件
、
そ
の
ほ
か
８
件

で
し
た
。
親
権
制
限
事
件
全
体
の

申
立
て
件
数
は
２
３
９
件
で
、
平

成
23
年
の
１
１
９
件
か
ら
倍
増
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
親
権
停
止
制
度
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
親
権
停
止
の
申
立
て
の

中
に
は
、
子
ど
も
本
人
に
よ
る
申

立
て
も
一
定
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

家
事
事
件
の
申
立
て
を
考
え
て

い
る
人
な
ど
は
、
近
く
の
家
庭
裁

判
所
の
家
事
手
続
案
内
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
江
家
庭
裁
判
所

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

http://w
w

w
.courts.go.jp/m

ap_
tel/index.htm

l

　

親
権
停
止
で
は
、
親
権
喪
失
に

比
べ
て
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放

棄
な
ど
）
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

エコライフへのご招待　～ガス・石油ファンヒーターで工夫～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう

ご
存
知
で
す
か
？
　
裁
判
所
・
裁
判
制
度

親
権
制
限
事
件
の
申
立
て
件
数
の

推
移
を
み
て
み
ま
し
ょ
う

請
求
を
認
容
し
た
原
因
別
の

割
合
（
虐
待
の
内
容
な
ど
）

親
権
制
限
事
件
の
動
向
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療
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環
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権

税
務
・
納
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祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

　

11
月
21
日
㈭
か
ら
12
月
10
日
㈫

ま
で
の
20
日
間
、「
飲
酒
運
転
根

絶
運
動
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点

飲
酒
運
転
追
放
３
な
い
運
動
の

推
進

・
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い

推
進
事
項

⑴　

運
転
者
は
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る

と
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

二
日
酔
い
で
も
飲
酒
運
転
に
な

る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

⑵　

家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
の
悲
惨
さ
や
責
任
の
重

さ
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑶　

地
域
で
は
、
回
覧
板
な
ど
を

活
用
し
、
車
を
運
転
す
る
人
に

お
酒
を
勧
め
る
こ
と
や
、
飲
酒

運
転
だ
と
知
り
な
が
ら
車
に
乗

る
こ
と
は
犯
罪
に
な
る
こ
と
を

周
知
し
ま
し
ょ
う
。

⑷　

職
場
で
は
、
事
業
主
や
安
全

運
転
管
理
者
な
ど
が
飲
酒
運
転

３
な
い
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。

⑸　

酒
類
提
供
者
は
、
車
を
運
転

す
る
お
客
に
対
し
て
絶
対
に
酒

類
を
提
供
し
な
い
こ
と
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

試
験
日　
平
成
26
年
２
月
９
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

12
月
10
日
㈫
～
24
日
㈫

・
電
子
申
請

12
月
７
日
㈯
～
21
日
㈯

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
・

益
田
・
隠
岐

試
験
種
類　
乙
種
全
類

手
数
料　
乙
種
３
、
４
０
０
円

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
手
続

内
容
は
受
験
案
内
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
験
案
内
・
受
験

願
書
は
、
消
防
本
部
及
び
各
消

防
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

対
象
者　
防
火
管
理
が
必
要
な
建

物
の
関
係
者
で
、
新
た
に
防
火

管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
予
定
の

人
講
習
日　
平
成
26
年
１
月
30
日
㈭

・
31
日
㈮

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　
６
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。）

申
込
期
間　
12
月
16
日
㈪
～
平
成

26
年
１
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
消
防

本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所
に

あ
り
ま
す
。
㈶
日
本
防
火
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
島
根
県
消
防
設
備
協
会

【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松

江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

水
道
管
や
蛇
口
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
と
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

あ
る
水
道
に
は
必
ず
防
寒
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
北
向
き
の
と
こ
ろ

○
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

○
家
の
外
に
あ
る
水
道
管

防
寒
の
仕
方

○
保
温
材
を
巻
く
（
蛇
口
は
破
裂

し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全

に
包
む
）。

○
布
で
保
温
す
る
場
合
は
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
上
か
ら
巻
い
て

濡
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
特
に
朝
の
冷
え
込
み
が
予
想
さ

れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
風
呂

の
蛇
口
を
少
し
開
け
て
お
く
。

蛇
口
や
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出

な
い
と
き
は
？

　

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
の

布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
掛
け
て
溶
か

し
ま
し
ょ
う
。

　

急
に
熱
湯
を
掛
け
る
と
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

水
漏
れ
・
破
裂
の
と
き
は
？

　

宅
内
の
水
道
管
が
凍
っ
て
破
裂

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
水
栓
か

バ
ル
ブ
（
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。）

を
閉
め
、
水
道
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
係

（
☎
�
９
９
１
０
）

夜
間
・
休
日

　

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

安
全
安
心

飲
酒
運
転
根
絶
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

を
実
施
し
ま
す

冬
の
備
え
は
大
丈
夫
？

寒
波
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

生
活
・
環
境
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Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
は
、
季
節
に

よ
る
変
動
が
あ
り
、
例
年
３
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
濃
度
が
上
昇
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
１
月
中
旬
か
ら
日
本

各
地
で
濃
度
の
高
い
日
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
時
期（
季

節
）
か
ら
濃
度
が
高
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
定
の
濃
度
を
超
え
、
継
続
す

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
県

か
ら
注
意
喚
起
情
報
が
出
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
、
市
も
防
災
行
政

無
線
や
防
災
防
犯
メ
ー
ル
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
不
要
不
急
の
外
出
は
で
き
る
だ

け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運

動
は
で
き
る
だ
け
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

○
特
に
呼
吸
器
系
・
循
環
器
系
疾

患
の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中

に
浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う

ち
、
粒
子
の
大
き
さ
が
２
・
５

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
非

常
に
小
さ
な
粒
子
で
す
（
髪
の

毛
の
太
さ
の
約
１
／
30
の
大
き

さ
）。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
設
置
か
ら

８
年
を
経
過
す
る
前
に
、
定
期
的

に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
取
替
作
業
は
委

託
業
者
が
行
い
、
取
替
え
に
か
か

る
費
用
は
無
料
で
す
。
取
替
委
託

業
者
（
名
札
・
腕
章
を
着
用
）
が

伺
い
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

12
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
国
分
町
・
下
府
町
の

該
当
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー

取
替
委
託
業
者

　

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

取
替
地
区　
金
城
町
の
該
当
す
る

水
道
メ
ー
タ
ー

取
替
委
託
業
者　
未
定

問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間

12
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮

募
集
住
宅　
今
福
団
地

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
金
城
町
今
福

建
築
年
度　
平
成
13
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
時
期

　

平
成
26
年
１
月
15
日
㈬

※　

書
類
審
査
後
、
募
集
住
宅
数

に
対
し
入
居
申
込
数
が
上
回
る

場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※　

入
居
要
件
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

金
城
支
所
建
設
課
管
理
係

（
☎
�
１
２
３
６
）

　年末年始のごみ収集は、各自治区のごみ収集計画
どおり行います。
　また、ごみ処理場の休業日、し尿の汲み取り業務
については、次のとおりです。

し尿の汲み取り
業者名 申込期間など

浜
田

㈲浜田浄化
　　　センター

電話で申し込む地区
汲み取り日の２日前まで
休業日　12月31日㈫～

平成26年１月５日㈰

門田産業㈲
電話で申し込む地区

汲み取り日の２日前まで
休業日　12月31日㈫～

平成26年１月５日㈰

金
城㈲江津衛生公社

12月の汲み取り　12月５日㈭まで
１月6日㈪の汲み取り地区

12月28日㈯まで

旭㈲江津衛生公社
12月の汲み取り　12月５日㈭まで
１月の汲み取り

平成26年１月６日㈪まで
弥
栄㈲江津衛生公社 12月の汲み取り　12月３日㈫まで

１月の汲み取り　12月28日㈯まで

三
隅㈲石見環境整備

　汲み取り日の３日前まで
休業日　12月31日㈫～

平成26年１月５日㈰
※　年末年始は、大変込み合いますので、早めに申し

込みましょう。

問い合わせ先
本庁環境課リサイクル推進係（☎�９４３０）
各支所市民福祉課

ごみ処理場
処理場名 休業日

エコクリーンセンター
（江津市波子町）
【燃やせるごみ・燃やせる粗大
ごみ】

12月31日㈫～
平成26年１月５日㈰不燃ごみ処理場（生湯町）

【燃やせないごみ・燃やせない
粗大ごみ・古紙】
石央リサイクルセンター（生湯町）
【ペット・プラ、かん、びん】
※　年末年始は、大変込み合いますので、早めに搬入

しましょう。

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す

住
宅

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

年末年始のごみ・し尿収集業務休業日
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市
営
住
宅

受
付
期
間

12
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫

抽
選
日　
12
月
中
旬

入
居
時
期　
平
成
26
年
１
月
上
旬

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
土
建
㈱
（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

　

最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
事

業
場
で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
全
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

島
根
県
最
低
賃
金

時
間
額　
６
６
４
円

効
力
発
生
日　
11
月
６
日

問
い
合
わ
せ
先

島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
８
）

　

浜
田
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
�
１
８
４
０
）

　

平
成
25
・
26
年
度
建
設
工
事
等

（
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
）
入
札
参
加
資
格
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
事
業
者
で
、

追
加
審
査
の
希
望
者
は
資
格
審
査

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
領
・
様
式
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
平
成
26
年
１
月
６
日

㈪
～
31
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
。）

※　

郵
送
の
場
合
は
平
成
26
年
１

月
31
日
㈮
の
消
印
有
効
、
宅
配

の
場
合
は
１
月
31
日
㈮
必
着
で

す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
管
財
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

　

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
は
、

12
月
31
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要

な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で

す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地

域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査

の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
の
上
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　

農
業
委
員
会
委
員
と
な
る
資
格

が
あ
る
人
は
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者　
次
の
全
て
の
項
目
に
該

当
す
る
人

⑴　

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

⑵　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、

浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
人

⑶　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
・
10
ア
ー
ル
（
約
１
反
歩
）
以
上

の
農
地
で
耕
作
を
営
ん
で
い
る

人
・
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人
の
同
居

の
親
族
又
は
配
偶
者
で
、
年
間

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
人

提
出
締
切
日

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

申
請
書
の
配
布
及
び
提
出
方
法

　

平
成
25
年
度
に
登
録
の
あ
る
農

家
世
帯
の
申
請
書
は
、
12
月
中
旬

に
該
当
農
家
へ
送
付
し
ま
す
。
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

新
た
に
申
請
書
が
必
要
な
人

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
・
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
各
支

所
産
業
課
に
あ
り
ま
す
。

※　

登
録
資
格
が
あ
る
人
で
も
申

請
書
を
提
出
し
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会

社
概
要
や
、
採
用
予
定
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

対
象
者　
平
成
26
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
で
島
根

県
で
就
職
を
希
望
す
る
人

日
時　
12
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

と
っ
と
り
・
し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ

ン
ス

対
象
者　
平
成
27
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
で
島
根

県
又
は
鳥
取
県
で
就
職
を
希
望

す
る
人

【
大
阪
会
場
】

日
時　
12
月
23
日
㈷

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

島
根
県
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
建
設
工
事
等
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
追

加
審
査
）
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

平
成
26
年
度
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
ま
す

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
大
阪
国
際
会
議
場
（
大
阪

市
）

【
東
京
会
場
】

日
時　
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
台
東
館（
東
京
都
台
東
区
）

【
広
島
会
場
】

日
時　
平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
基
町
ク
レ
ド
（
広
島
市
）

参
加
企
業
・
各
種
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
中
旬
か
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

定
住
財
団
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
（
☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐

４
５
１
０
）

http://w
w

w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

　

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の
使
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
場
所　
原
井
町
（
浜
田
漁
港

４
号
市
場
向
か
い
）

施
設
概
要　

昭
和
55
年
３
月
建

築
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
浜
田
魚

商
協
同
組
合
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

　

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
原
井
町
）

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
�
１
７
８
８
）

　

本
庁
水
産
課
水
産
係

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
帰
省
し
た

家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
浜
田
マ
リ

ン
大
橋
の
華
や
か
な
景
観
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
26
年
１
月
１
日
㈷
～

３
日
㈮　

日
没
～
午
後
11
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
水
産
課
水
産
係

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
と

帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、

前
々
年
分
又
は
前
年
分
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の

合
計
額
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る

人
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の

所
得
を
生
ず
る
業
務
を
行
う
全
て

の
人
（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が

な
い
人
を
含
む
。）
に
必
要
と
な

り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご

不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.nta.go.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

　

産
後
休
暇
・
育
児
休
業
が
終
了

し
職
場
復
帰
す
る
人
を
事
前
に
把

握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
育
所

の
受
入
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

入
所
希
望
調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　
保
護
者
（
父
母
）
が
、
平

成
26
年
５
月
か
ら
平
成
27
年
３

月
ま
で
の
間
に
産
後
休
暇
・
育

児
休
業
が
終
了
し
職
場
復
帰
す

る
世
帯
の
う
ち
、
平
成
26
年
５

月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
の

間
に
入
所
を
希
望
す
る
世
帯
で

平
成
26
年
度
０
歳
児
ク
ラ
ス
の

児
童

※　

平
成
25
年
４
月
２
日
生
ま
れ

以
降
で
、
希
望
調
査
表
提
出
時

点
で
出
生
前
も
含
み
ま
す
。

※　

０
歳
児
と
兄
弟
同
時
入
所
で

の
１
歳
児
以
上
の
兄
姉
も
対
象

と
し
ま
す
。

提
出
期
間　
12
月
16
日
㈪
～
平
成

26
年
３
月
10
日
㈪

提
出
方
法　
希
望
調
査
表
（
本
庁

子
育
て
支
援
課
及
び
各
支
所
市

民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
復
帰

者
の
復
帰
日
が
分
か
る
書
類

（
在
職
証
明
書
な
ど
）
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

提
出
時
点
で
、
入
所
希
望
児

童
が
出
生
前
の
場
合
は
、
母
子

手
帳
（
写
）
が
必
要
で
す
。

※　

認
定
こ
ど
も
園
（
日
脚
保
育

園
・
あ
さ
ひ
子
ど
も
園
）
に
入

所
を
希
望
す
る
人
は
、
各
園
で

の
選
考
と
な
り
ま
す
の
で
、
提

出
先
は
各
園
と
な
り
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

　

各
支
所
市
民
福
祉
課

募集概要

募集箇所 面積 使用料
（１か月） 附属設備 使途

１階
（仲買売場）

1マス20㎡
（5m×4m）33，000円／マス 電気・

水道設備

生鮮水産物・
冷凍水産物の
販売など

※　電気・水道の使用料は自己負担となります.
※　駐車場は、敷地内に無料駐車場があります.
※　空き室状況など詳しくは、お問い合わせください。

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す

税
務
・
納
税

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

子
育
て

平
成
26
年
５
月
以
降
産
休

育
休
復
帰
者
の
入
所
希
望

調
査
を
行
い
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
認
可
保

育
所
の
新
規
入
所
（
転
園
希
望
も

含
む
。）
の
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
平
成
26
年
４
月
以

降
も
現
在
入
所
中
の
保
育
所
に
継

続
入
所
を
希
望
す
る
場
合
の
手
続

は
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。

入
所
対
象
児
童　
保
護
者
や
同
居

者
が
次
の
よ
う
な
事
情
で
、
家

庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
児
童

・
家
庭
外
で
常
時
働
い
て
い
る
。

・
家
庭
内
で
家
事
・
育
児
以
外
の

仕
事
を
常
時
し
て
い
る
。

・
母
親
が
出
産
の
前
後
（
２
か
月

程
度
）
で
あ
る
。

・
病
気
又
は
心
身
に
障
が
い
が
あ

る
。

・
病
気
の
家
族
を
常
時
看
護
し
て

い
る
。

・
災
害
な
ど
で
居
宅
を
失
っ
た
。

申
込
期
間

第
１
次
募
集　
12
月
16
日
㈪
～
平

成
26
年
１
月
20
日
㈪

第
２
次
募
集　
平
成
26
年
３
月
３

日
㈪
～
10
日
㈪

申
込
方
法　
保
育
所
入
所
申
込
書

（
本
庁
子
育
て
支
援
課
・
各
支

所
市
民
福
祉
課
・
各
認
可
保
育

所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
保
育
が
で
き
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
在
職

証
明
書
な
ど
）
と
収
入
が
分
か

る
も
の
（
平
成
25
年
分
の
源
泉

徴
収
票
な
ど
）
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

込
書
提
出
の
際
に
家
庭
の
状
況

を
面
接
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

※　

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
に

つ
い
て
は
、
直
接
当
該
施
設
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

認
定
こ
ど
も
園
申
込
期
間

日
脚
保
育
園

　

12
月
16
日
㈪
～
平
成
26
年
１
月

20
日
㈪

あ
さ
ひ
子
ど
も
園

・
第
１
次
募
集　

12
月
２
日
㈪
～

平
成
26
年
１
月
20
日
㈪

・
第
２
次
募
集　

平
成
26
年
２
月

24
日
㈪
～
３
月
10
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

　

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

幼
稚
園
教
育
は
、
家
庭
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
る

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
た
め
の

も
の
で
す
。
１
日
の
保
育
時
間
は

４
時
間
程
度
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が

在
宅
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入
園
資
格　
市
内
在
住
で
、
次
に

該
当
す
る
幼
児

１
年
保
育
児
（
年
長
児
）

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ

２
年
保
育
児
（
年
中
児
）

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22

年
４
月
１
日
生
ま
れ

３
年
保
育
児
（
年
少
児
）

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23

年
４
月
１
日
生
ま
れ

※　

３
年
保
育
児
が
定
員
を
上

回
っ
た
場
合
、
４
園
間
で
調
整

の
上
、
原
則
と
し
て
抽
選
と
し

ま
す
。

※　

２
年
保
育
児
及
び
１
年
保
育

児
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
継
続
在
園
者
を
優
先
す
る

こ
と
と
し
、
新
規
募
集
者
の
み

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※　

原
井
幼
稚
園
に
は
特
別
支
援

学
級
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

施設の状況
【認可保育所】

施設名 所在地 定員
（人） 開所時間 延長

保育

私
立

ちどり保育所 松原町 60 7:10～19:45 ○
浜田ひかり保育所 原町 90 7:00～19:00 ○
聖バルナバ保育園 浅井町 90 7:10～19:30 ○
みなと保育園 港町 160 7:00～20:00 ○
美川保育園 内村町 70 7:10～19:00 ○
周布保育園 周布町 60 7:15～18:45 ○
長沢保育園 長沢町 120 7:00～19:00 ○
つくし保育園 佐野町 20 7:15～18:45 ○
れんげ保育園 熱田町 60 7:10～19:10 ○
あおい保育園 大辻町 90 7:15～19:00 ○
こくふ保育園 国分町 160 7:00～20:00 ○
みのり保育園 相生町 90 7:15～19:15 ○
有福保育園 下有福町 30 7:00～19:00 ○
ちどり第２保育所 長浜町 50 7:10～19:45 ○
うみかぜ保育園 久代町 100 7:00～20:00 ○
今福保育園 金城町今福 50 7:00～19:00 ○
くもぎ保育園 金城町七条 90 7:15～18:45 ○
波佐保育園 金城町波佐 20 7:15～18:45 ○
おぐに保育園 金城町小国 30 7:00～18:30 ○
安城保育園 弥栄町長安本郷 20 7:10～18:50 ○
杵束保育園 弥栄町木都賀 20 7:10～18:50 ○
三保保育園 三隅町湊浦 45 7:20～18:30 　
三隅保育所 三隅町向野田 80 7:30～18:30 ○
岡見保育所 三隅町岡見 40 7:20～18:50 ○

【認定こども園】
施設名 所在地 定員

（人） 開所時間 延長
保育

私
立

日脚保育園 日脚町 120 7:00～19:00 ○
あさひ子ども園 旭町丸原 100 7:15～19:15 ○

※　定員及び各保育所サービスは、平成26年４月１日の見
込み状況です。

継続在園者数及び新規募集人数 （10月１日現在）

幼稚園名 継続在園者数 新規募集人数
１年保育 ２年保育 １年保育 ２年保育 ３年保育

原井幼稚園 7 14 28 21 20
石見幼稚園 15 24 55 46 20
長浜幼稚園 16 9 20
美川幼稚園 15 10 20
※　継続在園者数とは、平成25年度から持ち上がりとなる予

定の園児数を指します。
※　今後の異動状況により、新規募集人数が変更となる場合

があります。

平
成
26
年
４
月
か
ら
の

保
育
所
新
規
入
所
児
童

を
募
集
し
ま
す

平
成
26
年
度
市
立
幼
稚
園

入
園
児
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

平
成
26
年
４
月
に
予
定
し
て

い
た
原
井
幼
稚
園
及
び
石
見
幼

稚
園
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
当

面
の
間
、延
期
と
な
り
ま
し
た
。

保
育
料

　

１
人
月
額
７
、
５
０
０
円

申
込
期
間

12
月
２
日
㈪
～
11
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
方
法　
入
園
申
込
書
（
教
育

委
員
会
及
び
各
幼
稚
園
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
は
１
園
に
限
り
ま
す
。

※　

申
込
期
間
後
も
定
員
に
達
し

て
い
な
け
れ
ば
、
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

・
原
井
幼
稚
園
（
☎
�
０
０
７
６
）

・
石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

・
長
浜
幼
稚
園
（
☎
�
０
５
７
５
）

・
美
川
幼
稚
園
（
☎
�
０
１
８
５
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
い
る
医
師
が
、
病
気
の
予
防

や
医
療
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

日
時　
12
月
16
日
㈪

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
国
府
公
民
館
研
修
室

テ
ー
マ　
年
末
の
体
調
管
理
と
食

事
に
つ
い
て

講
師　
真
鍋
邦
博
さ
ん
（
真
鍋
医

院
院
長
）

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係
（
☎
�
９
３
１
０
）

　

市
医
師
会
（
☎
�
０
９
６
７
）

　１月以降のがん検診日程については、「平成25年
度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種

がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先が

異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成26年２月28日㈮まで
毎週月・火・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場

浜
田

12月１日㈰
（休日検診）

9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00

12月11日㈬ 9:00～11:30 周布公民館13:00～15:00
12月21日㈯

（休日検診）
9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者（装着側）・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント） 

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますので

注意してください。
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成26年２月28日㈮まで
受託医療機関　江木医院　　　　（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　江木医院　　　　　12月27日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　12月２日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会場
浜
田12月19日㈭ 13:30～14:30 浜田保健所

三
隅

12月19日㈭ 9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館

12月20日㈮

9:00～　9:30 みのり会館
10:30～11:00 黒沢公民館
13:00～13:45 岡見公民館
14:30～15:00 三保公民館

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座

を
開
催
し
ま
す

健
康
・
福
祉

12月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

日
時　
12
月
３
日
㈫
・
平
成
26
年

１
月
７
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

対
象
者　
将
来
就
業
を
希
望
す
る

看
護
職
員
な
ど

日
時　
12
月
11
日
㈬
・
平
成
26
年

１
月
８
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

65
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い

が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、

所
得
税
及
び
市
民
税
県
民
税
の
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
対
象
要
件
に
該
当
す
る
人

は
、
本
庁
高
齢
障
が
い
課
又
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
が
障
が
い
の
あ
る

人
※　

既
に
障
害
者
控
除
を
受
け
て

い
る
人
及
び
障
害
者
手
帳
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
額

市
民
税
県
民
税

・
障
害
者
控
除　
　
　

26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　

30
万
円

所
得
税

・
障
害
者
控
除　
　
　

27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　

40
万
円

　

障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、

市
民
税
県
民
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
０
）

　

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
、「
障
が
い
の
あ
る
方

の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
ご
本
人

用
）」「
障
が
い
の
あ
る
方
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
支
援
者
の
み
な
さ

ま
へ
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
災
害
に
備
え

た
事
前
の
準
備
と
、
実
際
に
災
害

が
起
こ
っ
た
場
合
に
障
が
い
者
本

人
と
そ
の
支
援
者
が
と
る
べ
き
行

動
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
次
の
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　浜田市は、平成25年３月に食育推進計画を策
定し、「おいしく・たのしく・豊かな食で人と
人をつなぐ食育」を基本理念として、家庭、学
校、地域などの関係団体と連携し、市民全体の
運動として食育推進に取り組んでいます。
平成25年度重点目標
　食事づくりに積極的に参加しましょう

　年末から年始にかけて家庭では、家族の健康
を願い、おせち料理などの行事食を味わったり
する機会が増える時期でもあります。
　家族と一緒に買い物に出掛けて、一緒になっ
て調理してみませんか。

※　次回１月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

（三隅支所市民福祉課）

　調理は、調理すればするほど身に付きます。
ふだんから、年齢に合せて、収穫の体験や、買
い物、食器運びや食器洗いをしながら、調理に
チャレンジし、食事づくりに積極的に参加して
みましょう。
　また、料理に込められた意味についても、家
族で話し合ったりするのも良いかもしれません
ね。

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税
の

障
害
者
控
除
を
認
定
し
ま
す

障
が
い
の
あ
る
方
の

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
ま
し
た

食事づくりに積極的に参加しましょう！食 育 コラムコラム
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

配
布
窓
口

・
本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
５
番
窓
口
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
社
会
福
祉
協
議
会
（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
０
）　

対
象　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
及
び
介

護
者

期
間　
障
害
週
間

12
月
３
日
㈫
～
９
日
㈪

対
象
施
設
（
県
立
の
施
設
）

①
県
立
武
道
館
（
松
江
市
）

②
県
立
水
泳
プ
ー
ル
（
松
江
市
）

③
県
立
美
術
館
（
松
江
市
）

④
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
資

料
館
（
松
江
市
）

⑤
県
立
浜
山
公
園
（
出
雲
市
）

⑥
花
ふ
れ
あ
い
公
園
「
し
ま
ね
花

の
郷
」（
出
雲
市
）

⑦
県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ
ウ
ス

（
出
雲
市
）

⑧
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

（
出
雲
市
）

⑨
県
立
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
・

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
（
大

田
市
）

⑩
県
立
石
見
武
道
館
（
浜
田
市
）

⑪
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

（
浜
田
市
・
江
津
市
）

⑫
県
立
サ
ッ
カ
ー
場
（
益
田
市
）

⑬
県
立
石
見
美
術
館
（
益
田
市
）

利
用
方
法　
利
用
時
に
手
帳
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

施
設
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
な

ど
ご
不
明
な
点
は
、
各
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

市
内
の
施
設
や
、
市
外
の
施

設
で
も
、
無
料
や
減
免
を
し
て

い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
利
用

す
る
際
は
、
施
設
へ
問
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
２
）

　

平
成
25
年
中
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
で
手
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

手
続
の
際
に
必
要
と
な
る
年
間

納
付
額
の
分
か
る
書
類
を
、
送
付

又
は
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
で
必
要
な
人

　

窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
必
要
な
人

　

１
月
中
旬
に
、
各
保
険
の
保
険

者
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

年
金
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
が
発
行
す
る
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
、
社
会

保
険
料
支
払
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
社
会
保
険
の
保
険

者
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※　

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
及
び
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
に
つ
い
て
は
、『
広
報
は
ま

だ
』
11
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
料

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

介
護
保
険
料

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

本
庁
高
齢
障
が
い
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
０
）　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

昭
和
23
年
、
第
３
回
国
際
連
合

総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
て
以
来
、
国
連
で
は
こ
れ
を
記

念
し
て
、
毎
年
12
月
10
日
を
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
各
国
で

は
人
権
尊
重
思
想
の
、
よ
り
一
層

の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
各
種

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、12
月
10
日
の「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
お

り
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
次
の
強
調
事
項

を
掲
げ
て
、
広
く
国
民
に
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

「
障
害
者
週
間
」
に
県
立

施
設
な
ど
が
無
料
で
利
用

で
き
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

社
会
保
険
料
控
除
に
係
る

保
険
料
納
付
額
を
お
知
ら

せ
し
ま
す

人
権

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
や
め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

権
問
題
に
取
り
組
も
う

「
人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、
21

世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
人
権
」
を

尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し

く
認
識
し
、
明
る
く
豊
か
な
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
こ
れ

は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
感
じ
た
り
、
悩
み
ご
と
や
困
り

ご
と
を
抱
え
た
り
し
て
い
る
人
は
、

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
（
☎

�
０
９
５
９
）、
又
は
人
権
擁
護
委

員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
人
権
相
談
所
（
無
料
・

秘
密
厳
守
）
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

開
催
日
時
・
場
所
に
つ
い
て

は
、
毎
月
『
広
報
は
ま
だ
』
附

属
の
「
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

対
象　
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

浜
田

　

式
典
・
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

式
典　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

参
加
対
象
者

・
浜
田
市
出
身
で
、
現
在
浜
田
市

に
住
ん
で
い
る
人

・
浜
田
市
出
身
で
、
現
在
市
外
に

住
ん
で
い
る
人

・
浜
田
市
出
身
で
は
な
い
が
、
現

在
浜
田
市
に
住
ん
で
い
る
人

・
ほ
か
の
自
治
区
出
身
の
人

※　

個
人
あ
て
の
案
内
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

※　

新
成
人
の
家
族
も
入
場
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
�
９
７
２
０
）

金
城

　

式
典
・
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
26
年
１
月
４
日
㈯

受
付　
午
前
８
時
30
分
～

式
典　
午
前
10
時
～

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
金
城
分
室

（
☎
�
１
２
３
７
）

旭
　

式
典
・
お
茶
席
・
参
加
者
全
員

で
の
記
念
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
26
年
１
月
４
日
㈯

受
付　
午
前
10
時
～

式
典　
午
前
11
時
～

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
旭
分
室

（
☎
�
１
４
４
０
）

※　

金
城
・
旭
自
治
区
の
対
象
者

に
は
案
内
を
す
る
予
定
で
す
。

　

12
月
に
入
り
、
サ
ン
タ
さ
ん
の

ソ
リ
の
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
せ
ん
か
？

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
遊
び
や
歌
な
ど
を
外
国
か
ら

来
た
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
小
学
生

日
時　
12
月
７
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
先
着
25
人

料
金　
２
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
４
日
㈬

　

浜
田
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日

本
の
年
末
年
始
を
留
学
生
の
皆
さ

ん
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム

ビ
ジ
ッ
ト
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
末
か
ら
１
月
の
初
め
に
か

け
て
、
１
日
又
は
１
泊
の
予
定
で

留
学
生
を
家
庭
に
招
待
し
た
い
と

思
わ
れ
る
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
16
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

浜
田
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
受
入
先
家
庭
の
募
集
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大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
か
な
ぎ
・
あ
さ
ひ
・
み
す
み
編
）

　当日は、あいにくの雨模様でしたが、大勢の来場者に地元の魚
や野菜をふんだんに使ったＢＢ大鍋が振る舞われました。また、
多彩なステージイベントもあり、会場を盛り上げていました。

レトロブースも大人気！

かわいい園児によるハイヤ踊り

　金城６地域の地区まちづくり委員会や町内事業所などの特産
品の販売、展示会が行われました。２日間で約5,000人の来場
者があり、会場はにぎわいをみせました。

豪華景品が当たるお楽しみ抽選会

金城６地域の地区まちづくり委員会による農産物
や特産品の展示・バザー

中学生が考案したロールケーキの
試食も行われました

航空券など豪華景品が当たる紙飛行機
飛ばし

　今年も集落からの出店や、景品が当たる
イベントなどが行われました。

恒例の餅まきで大にぎわい 弥栄中学校の和太鼓でオープニング地元集落からの特産品や名物の販売

農林産物即売コーナーは今年も大盛況

温かい鍋で、雨で冷えた体を温めました

♥Town Topics まちのわだい

はまだ
11月3日㈷

BB大鍋フェスティバル2013
（浜田漁港周辺特設会場）

かなぎ
11月２日㈯・3日㈷

第26回さざんか祭り
（ふれあいジム・かなぎ）

やさか
11月３日㈷

第26回弥栄産業まつり
（市役所弥栄支所前イベント広場）

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
は
ま
だ
・
か
な
ぎ
・
や
さ
か
編
）
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　10月26日㈯、ふれあい防火教室が消防本部で開催されまし
た。これは家庭での火災予防を学ぶことを目的に開催されたも
ので、当日は子ども47人を含む27組の家族が参加しました。
　参加者は119番のかけ方などを学んだあと、はしご車の乗車
体験、ポンプ車の放水体験、消火訓練などを行いました。参加
した子どもたちは「煙で何も見えなくて怖かった」「はしご車が
とても高くてびっくりした」と話していました。また、消防か
ら、「乾燥する冬場は火元に注意してほしい」という呼び掛けに
参加者たちは、「しっかり火災予防したい」と話していました。水圧の強いホースだって、しっかり構えています

　10月27日㈰、室谷の棚田まつりが三隅町室谷地区で開催され
ました。晴天の中開催されたこのイベントも、今年で13回目を
迎え、恒例の餅つきコンテストや棚田米すくいで会場は盛り上
がりました。前日までの雨の影響で、棚田での開催はできませ
んでしたが、会場となった旧井野小学校室谷分校に設けられた
ステージでは、石見神楽や田ばやしが上演され、約700人の来
場者が楽しみました。
　また、地元食材で作られた「むろだに会席膳」や棚田散策会
もあり、実りの秋と棚田の風情を感じた１日になりました。 餅つきコンテスト

　10月27日㈰、浜田駅北医療フェスタが浜田医療センターと、
その周辺で開催されました。このフェスタは、医療への理解促
進とＪＲ浜田駅北口のにぎわい創出を目的として開催されたも
ので、当日は大勢の家族連れでにぎわいました。
　屋外会場では、石見神楽などの舞台発表、ミニサンライズ出
雲号の乗車体験などがありました。また医療センター内では、
お菓子を使った薬の調剤疑似体験や白衣での写真撮影などが行
われ、訪れた人は、様々な催しを通して医療に対する関心を深
めていました。皮膚縫合の疑似体験をする子どもたち

交通安全教室の様子

　10月31日㈭、高齢者交通安全教室が黒沢公民館で開催されま
した。この教室は、浜田市交通安全対策協議会と黒沢地区が開
催したもので、地域住民約20人が参加しました。
　教室では、実際に道路を横断しているかのような模擬体験が
できる機械を使い、参加者が各々の歩行能力や判断能力を確認
しました。中には、左右をよく確認せず横断歩道を渡る人や車
が近づいているのにあわてて渡る人もいました。浜田市の交通
指導員奥

お く

靜
し ず

雄
お

さんは、「町内にも危険と感じている交差点や横
断歩道がある。気を付けて渡ってほしい」と話していました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

「むろだに」は今年も元気です！
～ 室谷の棚田まつり ～

みすみ

家族で火災予防をしよう
～ ふれあい防火教室 ～

はまだ

地域医療への理解を深めよう
～ 2013浜田駅北医療フェスタ ～

はまだ

高齢者を交通事故から守ろう！
～ 黒沢地区高齢者交通安全教室 ～

みすみ
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　10月20日㈰、小学生フットサル石見交流選手権大会「ＹＡＳ
ＡＫＡカップ」がフットサルやさか競技場で開催され、県西部
の15チームが参加しました。
　試合では日頃の練習の成果が十分に発揮され、ボールに向か
う選手たちの一生懸命な姿に、保護者や観客から大きな声援と
拍手が沸いていました。　
　また、会場内には、地元木材へのふれあいや関心を持っても
らおうと、木工品の製作などが行われ、地域との親睦や交流を
深めました。

　10月12日㈯、かなぎウェスタンライディングパークのグラン
ドオープンを記念したイベントが開催されました。
　４月からレストランのみ営業を行っていましたが、このたび
乗馬体験ができるようになり、待望のグランドオープンを迎え
ました。
　この日は、エサやりや引き馬体験が行われ、多くの親子連れ
が馬との触れ合いを楽しみました。また、ステージでは、長崎
県の知的障がい者による和太鼓集団「瑞宝太鼓」が白熱した演
奏を披露し、会場からは歓声や拍手が送られました。

激しい攻防が続く

子どもたちに大人気の「引き馬体験」

　10月12日㈯、健康ウォークが弥栄町西の郷で開催されました。
　これは健康づくりと地域のふれあいを深めるため、杵束公民
館が開催したもので、当日は天候にも恵まれ、約40人が参加し
ました。
　参加者たちは西の郷集落に伝わる三隅兼春公の墓など、歴史・
文化を語り伝えるとともに、歩くことで健康を維持する「歩い
て、学んで、感じるウォーキング」を行いました。
　また、昼食には地元の食材を使った豚汁やおにぎりが振る舞
われ、参加者たちの会話が弾みました。 さわやかな汗にみんなの笑顔

　10月19日㈯、岡本甚左衛門ウォーキング大会が開催されまし
た。“金城の三偉人”ゆかりの地を巡るウォーキング大会の第
３弾として行われ、約90人が爽やかな秋空のもと、約７キロの
コースを巡りました。
　岡本甚左衛門は、江戸末期の庄屋で、親子三代にわたり農業
用の堤や水路を整備し、七条原（今の新開地区）の荒地の開拓
を行いました。これらの施設は200年近くたった現在でも利用
されているものがあります。参加者は地元ボランティアによる
遺構の説明を受けながら、先人たちの偉業について学びました。サイフォン式水路の仕組みについて学びました

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

白熱した戦い
～ ＹＡＳＡＫＡカップ ～

やさか

かなぎ

歴史の郷を歩こう
～ 地域の宝めぐり ～

やさか

乗馬牧場施設待望のグランドオープン
～ かなぎウェスタンライディングパーク祭り ～

“甚左衛門”ゆかりの地を巡る
～ 岡本甚左衛門ウォーキング大会 ～

かなぎ
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落ち着いた雰囲気の中、お茶を楽しむ来場者

　10月５日㈯から７日㈪、昔の暮らし&手作り展「越木のたむ
ら」が旭町市木の民家で開催され、３日間で約300人の来場者で
にぎわいました。会場には、昔この地方で相撲興行を取り仕切っ
ていた「頭

と う

取
ど り

飛
と び

梅
う め

」の化粧まわしや古民具の展示のほか、地域
の人が古布を利用して作ったベストやカバンの展示即売が行わ
れました。また昼食には「うずめ飯」と呼ばれる地元の郷土料
理が振る舞われ、来場者の舌を楽しませていました。
　邑南町から訪れた来場者は「毎回この催しを楽しみにしてお
り、会場の懐かしい雰囲気がとてもいい」と話していました。

児童を前列に参加者全員で記念撮影行いました
（上段：和田地区、下段：市木地区）

　10月６日㈰、和田小学校（全校児童12人）と市木小学校（全
校児童10人）で学校と地域の最後の合同運動会が開催されま
した。両校は学校統合に伴い、本年度末で閉校することから、
最後の運動会となりました。
　山あいの校庭には児童のほか、地域住民が集い、晴れ渡る
秋空の下、歓声が響きました。
　運動会では、両校の児童たちが各種競技や熱のこもった応
援合戦、息の合った一輪車の演技などを披露し、会場からは
全力で臨む児童の姿に「母校がなくなると寂しいが、子ども
たちの笑顔を見ると元気になる」と温かい声援や拍手が送ら
れました。
　また、この日は閉校記念イベントも行われました。和田小
学校では、県立大学生とよさこいを参加者全員で踊り、市木
小学校では全校児童による来

き し ゅ う

州太鼓が披露され、会場を盛り
上げました。
　両校とも競技終了後には、参加者全員が校庭に集まり記念
撮影を行って、閉校となる小学校との大切な思い出を心に刻
んでいました。
　和田小学校は139年、市木小学校は33年の歴史に幕を閉じ、
来年度からは今市小学校へ統合、また平成28年度には、新し
く開校する旭統合小学校（仮称）に生まれ変わります。

　10月11日㈮、ｂｊリーグ島根スサノオマジックの選手による
バスケットボール教室が岡見小学校で行われました。
　これは、島根県が実施している体力推進向上モデル事業の一
環として行われたもので、当日は朴

ぼ く

航
か ず

生
な り

選手と末
す え

松
ま つ

勇
は や

人
と

スクー
ルコーチが来校し、トレーニングやミニゲームを一緒に行いま
した。
　また、夢授業と題した講演では、朴選手のプロ選手になるま
での話を聞いたり、児童から質問をしたりして、子どもたちは
目を輝かせていました。 バスケットボール教室の様子

♥Town Topicsまちのわだい

昔の生活を懐かしむ
～ 越

こ し

木
き

のたむら ～
あさひ

地域とともに思い出づくり
～ 和田小学校、市木小学校最後の運動会 ～

あさひ

島根スサノオマジックがやってきた！
～ 体力推進向上モデル事業in岡見小学校 ～

みすみ
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こ
ん
に
ち
は
。
今
年
も
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
大
成
功
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
は
、
10
周
年
を
迎

え
節
目
の
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
「
一
期
×
一
会
」
に
は
、

第
１
回
の
運
動
会
か
ら
の
「
運
動
会

が
県
立
大
生
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
出

会
い
の
場
と
な
れ
る
よ
う
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、

再
確
認
し
て
頑
張
ろ
う
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
少
し
で

も
運
動
会
が
出
会
い
の
場
と
な
っ
た

の
で
あ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
第
10
回
島
根
県
立
大
学

運
動
会
に
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
各

①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
内
容
言
語
統
合

型
学
習

　

12
月
４
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

企
業
様
や
大
学
関
係
者
、
そ
し
て
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
市
民
・
学
生
の

皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
島
根
県
立
大
学
運
動
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
第
14
回
海
遊
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
原
口
尭
彰
で
す
。

10
月
13
日
㈰
・
14
日
㈷
に
浜
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
第
14
回
海
遊
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
浜
田
市
や
益
田
市
の
企
業

様
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
島
根
県
立
大

学
生
の
ご
協
力
に
よ
り
、
盛
大
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
大
成
功
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

今
年
の
海
遊
祭
の
テ
ー
マ
は
「
斬

新
」
と
い
う
抽
象
的
な
テ
ー
マ
を
掲

げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
来
場
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
印
象
に
残
る
よ
う
な
大
学

祭
を
作
り
上
げ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
海

遊
祭
を
皆
さ
ん
に
届
け
た
い
と
考

え
、こ
の
テ
ー
マ
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
海
遊
祭
に
は
な
か
っ
た

企
画
や
模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
の
実

施
、
大
学
構
内
全
体
に
海
遊
祭
の
メ

イ
ン
カ
ラ
ー
で
あ
る
「
青
」
を
当
日

の
装
飾
で
取
り
入
れ
る
な
ど
、
実
行

委
員
全
員
が
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

喜
ぶ
顔
を
見
た
い
と
い
う
一
心
で
海

遊
祭
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
か
ら

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
海
遊
祭
を

目
指
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

世
界
と
日
本
の
様
々
な
音
楽
と
文

化
に
触
れ
な
が
ら
、学
生
や
留
学
生
、

教
職
員
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
を

深
め
て
も
ら
う
「
国
際
文
化
交
流
の

夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
鑑
賞
（
講
堂
）
と
交
流

会
（
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
）
の
二
部
構
成

で
、
第
一
部
と
第
二
部
の
間
に
は
、

講
堂
前
広
場
に
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式
を
行
い
、
冬
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
温
か
く
照
ら
し
ま
す
。

　

第
一
部
で
は
、
浜
田
へ
Ｕ
タ
ー
ン

し
た
地
元
の
音
楽
家
に
よ
る
演
奏
会

を
行
い
ま
す
。

　
「
初
恋
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド

レ
ー
」
な
ど
の
日
本
文
化
を
感
じ
さ

せ
る
歌
か
ら
、「
カ
ル
メ
ン
」
や
「
椿

姫
」
な
ど
華
や
か
な
オ
ペ
ラ
の
世
界

昨年度の様子

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

学
生
・
留
学
生
に
よ
る
歌
や
ダ
ン
ス

の
披
露
も
あ
り
ま
す
。

　

第
二
部
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大

学
生
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
語

り
合
え
る
交
流
会
を
学
生
の
企
画
に

よ
り
行
い
ま
す
。
多
数
の
ご
来
学
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
12
月
18
日
㈬　

午
後
５
時
～

会
場　

島
根
県
立
大
学
講
堂
・
カ

フ
ェ
テ
リ
ア

※　

申
込
不
要
、参
加
費
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
国
際
交
流
課

（
☎
�
９
０
６
３
）

日
時　
12
月
13
日
㈮

　

午
後
２
時
～
５
時

演
題

　

石
見
空
港
の
利
用
実
態
と
課
題

講
師　
西
藤
真
一
さ
ん
（
浜
田
キ
ャ

ン
パ
ス
講
師
）
ほ
か

会
場　

益
田
市
立
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

講
師　
ケ
イ
ン
・
エ
レ
ナ
・
ア
ン
さ

ん
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
准
教
授
）

②
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に

　

12
月
11
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
竹
本
弘
子
さ
ん
（
浜
田
市
高

齢
障
が
い
課
高
齢
者
包
括
支
援
係

主
任
主
事
）

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
義
・
研
究

棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）
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vol.122
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

運
動
会
の
お
礼

運
動
会
実
行
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
景
山
拓
也（
３
年
）

公
開
講
座
の
ご
案
内

海
遊
祭
の
お
礼

海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
原
口
尭
彰（
２
年
）

第
13
回
「
国
際
文
化
交
流
の

夕
べ
」
の
ご
案
内

地
方
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
と
地
域
の
役
割
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内
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石
正
美
術
館
本
館
展
示
室
で
は
、

新
し
い
企
画
展
「
石
本
正
の
ア
ト
リ

エ
Ⅲ
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

日
本
画
家
・
石
本
正
（
93
歳
・
三

隅
町
出
身
）
は
、
い
つ
も
ア
ト
リ
エ

で
大
好
き
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
か

け
な
が
ら
、
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
、
１
枚
ず
つ
を
描
く
の
で
は

な
く
、
目
の
前
に
何
枚
も
の
パ
ネ
ル

を
一
度
に
並
べ
て
、
あ
っ
ち
を
描
い

た
り
こ
っ
ち
を
描
い
た
り
、
音
楽
に

身
を
ゆ
だ
ね
な
が
ら
自
由
に
制
作
し

ま
す
。

　

本
展
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
描

か
れ
て
き
た
作
品
の
奥
に
見
え
て
く

る
、
ア
ト
リ
エ
で
の
画
家
の
姿
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

料
金

　

一
般　
　

５
０
０
円（
４
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
は
団
体
料
金

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

※　

平
成
26
年
１
月
２
日
㈭
以
降
は
、

一
般
６
０
０
円（
団
体
５
０
０
円
）

　《本館・新館展示室》
【本館】
企画展「石本正のアトリエⅢ」
　12月10日㈫～平成26年３月14日㈮
【新館】年内は休館

《ギャラリー展示》
いわみの冬至祭・光の回廊
（新館プロムナード含む）
　12月10日㈫～25日㈬
※　12月24日㈫は臨時開館します。
夜間ライトアップ
　12月21日㈯～23日㈷　午後８時まで

 《イベント情報》
昔ながらの「しめ縄飾り」を作ろう
　12月21日㈯　午後１時～４時
　材料費　５００円
光の回廊コンサート
　12月22日㈰
　午後６時30分～７時30分
　出演　5

フ ァ イ ブ カ ラ ー ズ

colors（アカペラコーラス
グループ）

休館日のお知らせ
　展示替え　12月２日㈪～９日㈪
年末年始　12月26日㈭～平成26年１

月１日㈷

　冬至を祝って、美術館のあちこちに、島根県在住の作家
や地域の皆さんが創作した作品やかわいらしい光の器がな
らびます。
会期　12月10日㈫～25日㈬
料金　無料
夜間ライトアップ　12月21日㈯～23日㈷　午後８時まで

　開催中の「いわみの冬至祭・光の回廊」に関連して、コ
ンサートを開催します。出演は、アカペラコーラスグルー
プ「5

フ ァ イ ブ カ ラ ー ズ

colors」。益田市を中心に活動している５人のグルー
プです。人の声の持つ温かさを感じてください。
日時　12月22日㈰　午後６時30分～７時30分　
場所　石正美術館創作室
料金　無料　
出演　5colors（アカペラコーラスグループ）

問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

石本正「待ち侘ぶ足音」（2006年）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

◎いわみの冬至祭・光の回廊

◎光の回廊コンサート

企
画
展
の
お
知
ら
せ
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浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

「
オ
ー
ト
マ
タ
」
と
呼
ば
れ
る
か
ら

く
り
人
形
の
展
覧
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
20
世

紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
で
登
場
し
た
現

代
オ
ー
ト
マ
タ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

歯
車
な
ど
の
仕
組
み
を
意
図
的
に
見

せ
る
作
り
に
な
っ
て
お
り
、
ハ
ン
ド

ル
を
手
で
回
し
て
動
か
す
の
が
特
徴

的
な
作
品
群
で
す
。
シ
ン
プ
ル
な
仕

組
み
で
動
き
、
ユ
ー
モ
ア
表
現
を
重

視
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
動
き
を
す

る
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
見
て
い

て
飽
き
な
い
楽
し
い
展
覧
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
活
躍
中
の
オ
ー
ト
マ
タ
作
家
・

原
田
和
明
さ
ん
の
作
品
を
は
じ
め
、

イ
ギ
リ
ス
の
オ
ー
ト
マ
タ
作
家
の
作

品
、
ペ
ー
パ
ー
オ
ー
ト
マ
タ
作
品
な

ど
約
90
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
作
品
は
実
際
に
ハ
ン

ド
ル
を
回
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
回

す
と
何
か
が
起
こ
る
。
ど
ん
な
こ
と

が
起
こ
る
の
か
、
ぜ
ひ
会
場
で
確
か

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
木
の
実
で
ア
ー
ト
》

　

ど
ん
ぐ
り
な
ど
自
然
の
実
を
く
っ

つ
け
て
秋
ら
し
い
作
品
を
作
ろ
う
。

◎
12
月
１
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

《
ア
ニ
マ
ル
ボ
ー
ド
》

　

来
年
の
干
支
・
馬
の
ほ
か
、
い
ろ

ん
な
動
物
の
形
を
し
た
板
に
絵
の
具

を
塗
っ
て
、
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
を
作

ろ
う
。

◎
12
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
》

　

木
の
実
で
す
て
き
な
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
12
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

《
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
パ
レ
ー
ド
》

　

紙
ツ
リ
ー
、
ミ
ニ
リ
ー
ス
や
毛
糸

の
ツ
リ
ー
の
中
か
ら
え
ら
ん
で
、
ク

リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
。

◎
12
月
21
日
㈯
～
23
日
㈷

参
加
費

　

１
人
１
０
０
円
～
３
０
０
円

　

当
館
３
階
の
日
本
海
を
臨
む
多
目

的
ホ
ー
ル
は
、
芸
術
活
動
の
場
と
し

て
利
用
（
有
料
）
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
今
月
も
絵
画
展
の
ほ
か
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※　

入
場
は
無
料
で
す
。

開
催
日　
12
月
１
日
㈰

　

正
派
雅
映
会
筝
曲
演
奏
会

開
催
日　
12
月
11
日
㈬
～
15
日
㈰

第
３
回
島
根
県
神
話
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
展

クリスマスリース

12
月
の
休
館
日

月
曜
日　
２
日
・
９
日
・
16
日

振
替
休　
24
日
㈫

年
末
年
始　
12
月
28
日
㈯
～
平
成

26
年
１
月
１
日
㈷

会
期

　

平
成
26
年
１
月
13
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　

高
大
学
生　
　

２
０
０
円

　
　
　

小
中
学
生　
　

１
０
０
円

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.204

有

料

広

告

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

12
月
の
イ
ベ
ン
ト

「
か
ら
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
好
評
開
催
中

多
目
的
ホ
ー
ル
の
案
内
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

年
末
年
始
の
休
館
日

　

全
館
（
移
動
図
書
館
を
含
む
）、

年
末
年
始
は
休
館
し
ま
す
。
閉
館

中
は
、
各
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

本
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

休
館
日　
12
月
29
日
㈰
～
平
成
26

年
１
月
３
日
㈮

　
「
電
子
書
籍
」
を
利
用
し
た
い

が
ど
う
利
用
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
人
向
け
に
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

内
容　
電
子
書
籍
を
使
用
す
る
端

末
で
読
書
、操
作
方
法
の
実
践
、

応
用
的
利
用
方
法
の
習
得

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
９
日
㈪
・
24
日
㈫

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

利
用
者
カ
ー
ド
再
発
行
は
、
実
費

負
担
と
な
り
ま
す

　

紛
失
や
破
損
な
ど
の
理
由
に
よ

り
利
用
者
カ
ー
ド
を
再
発
行
す
る

場
合
は
、
１
０
０
円
の
実
費
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
利
用
案
内

　

中
央
図
書
館
利
用
者
は
、
館
内

総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
割
引
処

理
機
で
、
駐
車
券
の
割
引
認
証
を

受
け
る
と
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
館
を
利
用
し
た
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
各
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
又
は

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

金
城
図
書
館

☆
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付
け
の
工

作
や
島
根
県
立
大
学
ゆ
る
り
の
会

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い

ま
す
。

日
時　
12
月
21
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
み
ど
り
会
館
中
集
会
室

定
員　
30
人
程
度

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か

せ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
12
月
７
日
㈯

受
付　
午
後
１
時
30
分
か
ら

開
場　
午
後
２
時

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
岩
田
英
作
さ
ん
（
島
根
県

立
大
学
短
期
大
学
部
総
合
文
化

学
科
教
授
）

定
員　
１
０
０
人

申
込
方
法　
当
日
、
総
合
カ
ウ
ン

タ
ー
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
や

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
１
時
間

に
拡
大
し
て
行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

☆
ぺ
た
ぺ
た
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
へ
や
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
21
日
㈯

　

第
１
回　

午
後
１
時
～
２
時

　

第
２
回　

午
後
３
時
～
４
時

日
時　
12
月
22
日
㈰

　

第
３
回　

午
前
10
時
～
11
時

　

第
４
回　

午
後
１
時
～
２
時

　

第
５
回　

午
後
３
時
～
４
時

場
所　
２
階
多
目
的
第
２
ホ
ー
ル

定
員　
各
回
10
人

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
希
望
の
日
時

を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

利
用
者
カ
ー
ド
と
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
図
書
館
の
図

書
を
予
約
す
る
と
き
な
ど
に
使

用
す
る「
パ
ス
ワ
ー
ド（
４
桁
）」

が
必
要
で
す
。
ま
だ
お
持
ち
で

な
い
人
は
、
講
座
の
前
に
一
度

来
館
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
給

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
図
書
館
（
☎
�
０
４
８
０
）

☆
お
は
な
し
会

　

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
か
ら
お

は
な
し
の
へ
や
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

☆
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

●
子
ど
も
映
画
会

日
時　
12
月
15
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

タ
イ
ト
ル　
赤
毛
の
ア
ン

●
図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
12
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

タ
イ
ト
ル　
父
の
祈
り
を

旭
図
書
館

☆
ぶ
っ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
12
月
４
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

※　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
実
施

三
隅
図
書
館

図書館情報

図
書
館
利
用
案
内

分
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
子
書
籍
実
践
講
座

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

☆
お
は
な
し
会
ク
リ
ス
マ
ス

　

ス
ペ
シ
ャ
ル

☆
読
み
聞
か
せ
研
修
会

「
え
ー
さ
く
お
じ
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　

絵
本
ば
な
し
」



27　　　広報はまだ：平成25年12月号

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日　
平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

場　
第
四
中
学
校
校
庭
ス
タ
ー
ト
～

　

第
四
中
学
校
校
庭
ゴ
ー
ル

参
加
区
分　
男
子
１
部
＝
中
学
校
・

２
部
＝
高
等
学
校
・
３
部
＝
職
域

（
同
一
職
場
で
構
成
）・
４
部
＝

同
好
会

女
子
１
部
＝
中
学
校
・
２
部
＝
一

般
・
高
等
学
校

チ
ー
ム
編
成　
監
督
１
人
・
選
手
５

人
・
補
員
２
人

※　

小
学
生
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

料　
１
チ
ー
ム
７
、
０
０
０
円
（
中

学
校
・
高
等
学
校
チ
ー
ム
は
３
、

０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
18
日
㈬
必
着

申
込
方
法　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
、
参

加
料
を
郵
便
振
替
で
締
切
日
ま
で

に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
口
座

　

番
号
０
１
３
６
０
‐
５
‐
７
２
９

　

４
５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）。

http://w
w

w
16.ocn.ne.jp/~ha

m
ariku/

申
・
問　
消
防
本
部
内　

浜
田
市
陸

上
競
技
協
会
事
務
局　

斎
藤
博
之

さ
ん
（
☎
�
０
１
１
９
）

　

深
夜
に
ラ
ジ
オ
を
お
聞
き
の
皆
さ

ん
に
安
ら
ぎ
を
お
届
け
す
る
「
ラ
ジ

オ
深
夜
便
」
の
公
開
録
音
を
行
い
ま

す
。

日　
平
成
26
年
２
月
１
日
㈯

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

第
１
部　
明
日
へ
の
こ
と
ば
講
演
会

第
２
部　
ア
ン
カ
ー
を
囲
む
つ
ど
い

ア
ン
カ
ー

　

宮
川
泰
夫
・
須
磨
佳
津
江

司
会　
角
谷
直
也
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局
）

料　
無
料

※　

入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２
人
ま

で
入
場
可
能
で
す
。）が
必
要
で
す
。

申
込
締
切
日

　

平
成
26
年
１
月
14
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】　
〒
６
９
７
‐
８
５

　

０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

文

化
振
興
課
内
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の

つ
ど
い
」
係
あ
て

【
往
信
裏
面
】　
申
込
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】　
申
込
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】　
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※　

１
歳
以
上
の
子
ど
も
か
ら
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
１
月
17
日
㈮
頃
に
結
果
を
発

送
す
る
予
定
で
す
。

※　

第
１
部
の
内
容
は
、
決
ま
り
次

第
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

http://w
w

w
.nhk.or.jp/m

atsue/

問　
本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局

（
☎
０
８
５
２
�
０
７
０
０
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。

募
集
締
切
日

　

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮
必
着

※　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.ouj.ac.jp/hp/nyugaku/

new
/adm

issions.htm
l

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日　
12
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
３
０
２
研
修
室

問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
４
４
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

まちかど
　　　伝言板

募　

集

有

料

広

告

第
51
回
浜
田
市
駅
伝
競
走

大
会
参
加
チ
ー
ム

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の

つ
ど
い
」
公
開
録
音
参
加
者

平
成
26
年
度
４
月

放
送
大
学
入
学
生
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県
で
は
、
ふ
る
さ
と
島
根
の
医
療

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
を
探
し
て
い

ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
（
栃
木
県
）
は
、

全
都
道
府
県
が
共
同
で
設
立
し
た
医

科
大
学
で
、
卒
業
後
に
出
身
県
に
戻

り
一
定
期
間
地
域
の
病
院
・
診
療
所

に
勤
務
す
れ
ば
、
授
業
料
な
ど
が
全

額
免
除
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間　
平
成
26
年
１
月
６
日
㈪

～
22
日
㈬　

午
後
５
時
必
着

※　

郵
送
の
場
合
は
、
１
月
21
日
㈫

の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

募
集
人
数　
県
内
か
ら
２
～
３
人

第
１
次
試
験
日

　

平
成
26
年
１
月
27
日
㈪
・
28
日
㈫

試
験
会
場　
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

（
松
江
市
）

試
験
科
目　
学
力
試
験
（
数
学
・
理

科
・
英
語
）・
面
接

申
・
問　
島
根
県
医
療
政
策
課
【
〒

　

６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿

　

町
１
番
地
（
☎
０
８
５
２
�
６
６

　

８
４
）】

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
で
、
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を

駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対

応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
人
を
養
成

す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
な
ど

を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

申
込
締
切
日

　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮
必
着

応
募
資
格　
平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
、
中
学
校
卒
業
又
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
平
成

26
年
３
月
に
卒
業
、
前
期
課
程
修

了
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

第
１
次
試
験

日　
平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
及

び
出
雲
・
浜
田
の
各
地
域
所
在
の

県
合
同
庁
舎

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/shi
m

ane/

　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
の
あ
る
皆
さ

ん
。
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
未
経
験
者
も
大
歓
迎
で

す
。

日第
１
回
目　
12
月
５
日
㈭

第
２
回
目　
12
月
26
日
㈭

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
無
料

申
込
締
切
日

第
１
回
目　
12
月
３
日
㈫

第
２
回
目　
12
月
24
日
㈫

申
込
方
法　
メ
ー
ル
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
浜

田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会　

担

当　

平
川
学
さ
ん　

午
後
７
時
以

降
（
☎
０
９
０
‐
４
８
０
５
‐
８

　

５
３
９
）

Em
ail:ham

adasibu@
yahoo.co.jp

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
12
月
18
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
が
ん
化
学
療
法
を
安
心
し

て
受
け
る
た
め
に
～
副
作
用
と
そ

の
対
策
～

講
師　
槇
恒
雄
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
副
薬
剤
科
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
７
０
９
６
）

　

色
々
な
経
験
を
さ
れ
て
い
る
講
師

の
お
話
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
講
習

会
で
す
。

対
象　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡

婦
の
人

日　
12
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

演
題　
児
童
の
し
つ
け
と
育
児
に
つ

い
て

講
師　
平
田
雅
子
さ
ん
（
元
浜
田
市

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
相
談

員
）

定　
20
人

料　
無
料

有

料

広

告

資
格
・
試
験

自
治
医
科
大
学
医
学
部

　
　
　
　
　
　
　
入
学
生

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

　
　
　
　
　
　
学
校
生
徒

教
室
・
講
座

レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
市
民
公
開
講
座

児
童
の
し
つ
け
・

育
児
の
講
習
会
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申
込
締
切
日　
12
月
６
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
子
育
て

支
援
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
込
み
も

で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
市
母
子
会
連
合
会
会

長　

岩
本
さ
ん
（
☎
�
３
４
９
７
）

　

本
庁
子
育
て
支
援
課
【
〒
６
９
７

‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎

�
９
３
３
１
・
▢ＦＡＸ
�
３
４
２
８
）】

　

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

【
〒
６
９
０
‐
０
０
１
１　

松
江

　

市
東
津
田
町
１
７
４
１
‐
３
（
☎

　

０
８
５
２
�
５
９
２
０
・
▢ＦＡＸ
０
８

　

５
２
�
５
９
２
１
）】

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
の
裂
き
織
り
で
コ
ー
ス

タ
ー
作
り
を
行
い
ま
す
。

日　
12
月
１
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

　

和
紙
の
裂
き
織
り
コ
ー
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
２
枚
）
５
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

浜
田
水
産
高
等
学
校
に
よ
る
新
巻

鮭
・
の
ど
ぐ
ろ
の
一
夜
干
し
な
ど
の

加
工
品
の
販
売
や
、
石
狩
鍋
の
無
料

配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
12
月
８
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
※　

売
り
切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま

す
。

問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局　

平
日

午
前
中
（
☎
�
４
３
５
２
）

　

若
年
期
の
認
知
症
の
人
は
、
仕
事

が
し
た
い
・
子
ど
も
が
自
立
し
て
い

な
い
・
障
が
い
年
金
や
厚
生
年
金
な

ど
の
受
給
の
対
象
に
な
り
に
く
い
な

ど
、
様
々
な
問
題
が
山
積
み
で
す
。

そ
の
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
支
援
で

き
る
か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

講
演
会

日　
12
月
14
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

演
題　
若
年
期
認
知
症
の
本
人
や
家

族
が
求
め
る
支
援

講
師　
沖
田
裕
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
認
知
症
の
人
と
み
ん
な
の
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
）

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

若
年
期
認
知
症
の
人
と
家
族
と
の
懇

談
会

　

午
後
３
時
15
分
～
５
時
15
分

申
込
締
切
日　
12
月
５
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

島
根
県
支
部
（
☎
０
８
５
３
�
０

　

７
１
７
）

　

三
隅
町
須
津
か
ら
益
田
市
土
田
町

ま
で
散
策
し
ま
す
。
中
世
の
所
領
争

い
と
山
城
。
リ
ア
ス
海
岸
と
古
墳
。

仮
装
巡
洋
艦
ウ
ラ
ル
の
乗
組
員
救
助

物
語
。
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

旅
で
す
。

日　
12
月
15
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
三
隅
神
社
駐
車
場

　

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
で
は

“
食
”
を
と
お
し
て
、
お
隣
韓
国
の

文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
今
年

も
食
文
化
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
と
島
根
県
立
大
学
の
韓
国
人

留
学
生
を
交
え
て
、
み
ん
な
で
楽
し

く
韓
国
の
家
庭
料
理
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ト
ウ
ル
チ
ギ
（
豚
肉
の
炒

め
物
）・
ト
ッ
ポ
キ
・
韓
国
風
サ
ラ
ダ
・

韓
国
風
み
そ
汁
を
作
り
ま
す
。

日　
12
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
１
階
研

修
室

講
師　
福
島
明ミ

ョ
ン

淑ス
ク

さ
ん
（
ミ
ョ
ン
ス

ク
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
）

定　
先
着
20
人

料　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込
締
切
日　
12
月
10
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内　

石

央
地
区
日
韓
親
善
協
会
（
☎
�
３

　

０
２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

こ
ん
や
ま
ち

１
日
だ
け
の
水
高
市
場

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

　
　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

若
年
期
認
知
症
研
修
会

第
１
４
０
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

日
韓
食
文
化
交
流
会
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笑
い
と
が
ん
予
防
、
が
ん
検
診
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
知
識
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　
12
月
22
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
達
者
落
語
会

○
古
典
落
語
・
健
康
講
話

講
師　
春
雨
や
落
雷
さ
ん（
落
語
家
・

医
学
博
士
）

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

県
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て
・
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
紹

介
・
が
ん
関
連
団
体
展
示
コ
ー
ナ

ー
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
＆
抽
選
会

定　
２
０
０
人

料　
無
料

問　
山
陰
中
央
新
報
社
地
域
振
興
局

開
発
部
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後

５
時
）

（
☎
０
８
５
２
�
３
３
６
８
）

　

昔
懐
か
し
い
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

浜
田
公
民
館
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
大
人

日　
12
月
22
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館
研
修
室

定　
先
着
60
人

料　
８
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
・

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
）

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日　
12
月
５
日
㈭

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

日
本
映
画
の
最
盛
期
、
銀
幕
に
映

し
出
さ
れ
た
作
品
を
再
び
上
映
し
ま

す
。

日
　

平
成
26
年
１
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　

①
午
後
１
時
～
・
②
午
後
３
時
～

上
映
映
画

４
日
㈯　

①
不
知
火
検
校

　
　
　
　

②
次
郎
長
三
国
志

５
日
㈰　

①
網
走
番
外
地

　
　
　
　

②
人
生
劇
場　

飛
車
角
と

　
　
　
　
　

吉
良
常

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
４
作
品　

前
売
券
・
当
日
券

　
　
　
　
　
　
　

１
、
２
０
０
円

　

小
学
生
以
下　

無
料

※　

マ
リ
ン
ス
タ
ン
プ
と
交
換
も
で

き
ま
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

ス
ケ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
到
来

美
し
い
滑
り
は
ス
ケ
ー
ト
教
室
で

日　
毎
週
土
曜
日

初
級　
午
前
10
時
～
11
時

中
級　
午
前
11
時
～
正
午

料　
滑
走
料
５
０
０
円

　
　

貸
靴
料
４
０
０
円

　
　

教
室
料
５
０
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
学
生
以
下
滑
走
料
半
額
デ
ー
（
個

人
利
用
限
定
）

日　
12
月
１
日
㈰
・
８
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

初
心
者
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

対
象　
ス
ケ
ー
ト
初
心
者
及
び
経
験

は
あ
る
が
自
信
の
無
い
人

日　
日
曜
日　

午
後
１
時
～
３
時

料　
無
料

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
ま
せ
ん
か

日　
12
月
５
日
㈭
・
14
日
㈯
・
19
日

㈭　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
が
少
な
い
場
合
は
、
中

止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

年
末
年
始
の
開
館

日　
12
月
26
日
㈭
～
平
成
26
年
１
月

７
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
１
月
１
日
㈷
～
３
日
㈮
は
、
午

前
10
時
～
午
後
６
時
ま
で
）

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
12
月
１
日
㈰

　

カ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
観
戦
無
料
）

　

平
成
26
年
１
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　

西
日
本
選
手
権
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

（
観
戦
無
料
）

申
・
間　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

　

12
月
18
日
㈬
か
ら
平
成
26
年
１
月

６
日
㈪
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

サ
ン
タ
を
さ
が
せ

　

ア
ク
ア
ス
の
中
に
サ
ン
タ
が
隠
れ

て
い
る
よ
！
全
部
見
つ
け
た
人
に
は

す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
ア
ク
ア
ス
入
館
者

日　
12
月
１
日
㈰
～
25
日
㈬

料　
無
料

休
館
日　
12
月
３
日
㈫
・
10
日
㈫
・

17
日
㈫

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ

ア
ー

　

飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
ま
す
。

日　
12
月
１
日
㈰
～
平
成
26
年
２
月

23
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

①
午
前
11
時
～

②
午
後
１
時
30
分
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
先
着
15
人

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
当
日
１
階
総
合
案
内
所

で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

冬
限
定
、
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
が

館
内
を
お
散
歩
す
る
よ
。

日　
12
月
１
日
㈰
～
平
成
26
年
３
月

30
日
㈰
の
土
・
日
・
祝
日

　

午
後
０
時
30
分
～
（
15
分
）

※　

冬
休
み
・
春
休
み
中
は
毎
日
開

催
し
ま
す
。

※　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
・
天
候
な

ど
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

海
の
生
き
物
教
室

ト
ビ
ウ
オ
の
飛
ぶ
し
く
み
を
調
べ
よ

う
　

ま
る
で
飛
行
機
み
た
い
な
ト
ビ
ウ

オ
！
そ
の
飛
ぶ
仕
組
み
に
せ
ま
り
な

が
ら
、
よ
く
飛
ぶ
ト
ビ
ウ
オ
飛
行
機

を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

日　
12
月
１
日
㈰

　

午
前
10
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

島
根
が
ん
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
知
ろ
う
、
語
ろ
う

　
が
ん
の
こ
と
」
in
浜
田

ク
リ
ス
マ
ス
歌
声
学
校

新
春
映
画
上
映
会

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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日
曜
講
座

石
州
和
紙
で
干
支
飾
り
を
作
ろ
う

　

石
見
の
和
紙
で
、
午う

ま

の
干
支
飾
り

を
作
ろ
う
。

日　
12
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

グ
ラ
ナ
リ
エ
２
０
１
３
in
グ
ラ
ン
ト

ワ
　

中
庭
に
飾
ら
れ
た
１
万
５
、
０
０

０
球
の
色
鮮
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
水
面
や
四
方
の
ガ
ラ
ス
に

映
り
込
み
、
ま
る
で
万
華
鏡
の
中
に

い
る
か
の
よ
う
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

景
色
が
広
が
り
ま
す
。

日　
12
月
27
日
㈮
ま
で

　

日
没
～
午
後
10
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場

料　
無
料

※　

12
月
10
日
㈫
の
休
館
日
は
点
灯

し
ま
せ
ん
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
合
唱
祭
～
石
見
の
わ
ら

べ
歌
と
三
善
晃
を
歌
う
～

　

10
月
に
急
逝
し
た
作
曲
家
・
三
善

晃
が
島
根
の
合
唱
の
た
め
に
生
み
出

し
た
名
曲
を
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

参
加
者
総
勢
１
５
０
人
以
上
の
大
合

唱
で
歌
い
上
げ
ま
す
。
ま
た
、「
栗

山
文
昭
の
い
わ
み
合
唱
塾
」
が
披
露

す
る
「
石
見
の
わ
ら
べ
歌
」
に
も
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

日　
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

開
場　
午
後
２
時

開
演　
午
後
２
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

曲
目　
生
き
る
・
で
あ
い
・
島
根
の

わ
ら
べ
歌　

ほ
か

料　
一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

会
員　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
12

月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
生
誕
１
２
０
年　
宮み

や

芳よ
し

平へ
い

―
森
鷗
外
の
小
説
「
天て

ん

寵ち
ょ
う」

の
画
家

―
」

　

森
鷗
外
の
短
編
小
説
「
天
寵
」
の

モ
デ
ル
で
あ
り
、
鷗
外
と
生
涯
に
わ

た
る
親
交
が
あ
っ
た
洋
画
家
・
宮
芳

平
。
生
誕
１
２
０
年
を
記
念
し
て
、

鷗
外
と
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
油
彩
画
「
椿
」
ほ
か
、
貴
重

な
初
期
か
ら
晩
年
作
ま
で
、
詩
的
情

緒
に
あ
ふ
れ
た
作
風
の
全
貌
を
た
ど

り
ま
す
。

日　
12
月
21
日
㈯
～
平
成
26
年
２
月

24
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

休
館
日　
火
曜
日
（
12
月
24
日
㈫
は

開
館
し
ま
す
。）

料
　

一
般
１
、
０
０
０
円
（
８
０
０
円
）

　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

　

小
中
高
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

年
末
年
始
の
休
館　
12
月
28
日
㈯
～

平
成
26
年
１
月
１
日
㈷

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
名
義
変
更
登

記
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
12
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

浜
田
市
陸
上
競
技
場
は
、
改
修
工

事
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
次
の
期
間

中
は
入
場
及
び
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
・
利
用
中
止
期
間
（
予
定
）

日　
平
成
26
年
３
月
25
日
㈫
ま
で

※　

第
２
駐
車
場
の
一
部
が
利
用
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
０
）

　山陰の冬の風物詩となった「しおかぜ駅伝」が
開催されます。ぜひ沿道での声援をお願いします。
日　12月８日㈰

問　山陰中央新報西部本社内
　　しおかぜ駅伝事務局（☎�０１０９）

区 中継場所 予定時刻
１区 （スタート）益田市陸上競技場前  9:30～
２区 益田市陸上競技場前  9:40～
３区 原浜団地入口  9:50～
４区 磯釣センターかまて前 10:05～
５区 岡見郵便局前 10:27～
６区 湊浦集会所前 10:37～
７区 キーパー三隅工場前 10:45～
８区 ゆうひパーク三隅 10:59～
９区 旧エネルギアライフ浜田営業所前 11:19～

ゴール しまねお魚センター前 11:45～

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

浜
田
市
陸
上
競
技
場
の

利
用
を
中
止
し
て
い
ま
す

第22回浜田-益田間駅伝競走大会
（しおかぜ駅伝）
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 20，027 20，219 22，592 42，811
金 城 1，922 2，201 2，385 4，586

旭 1，412 1，499 1，599 3，098
弥 栄 700 694 757 1，451
三 隅 2，900 3，088 3，421 6，509
合 計 26，961 27，701 30，754 58，455

人　口（10月末現在）

（単位：人）

　三階山は、島根県立大学の南側にそびえる標高378ｍの山です。
　古くは万葉集にも詠まれるなど和歌の名所として知られ、また、修験者による
山岳信仰の場であったとも伝えられています。
　山の中腹には、日本と韓国を電波で結ぶ国際電信電話株式会社浜田国際中継所
の跡があります。ここには、直径19ｍもある巨大なパラボラアンテナ２基があり、
市街地からもよく見える位置にあります。昭和43年５月の開設当時には、我が国
唯一の国際中継所として活躍していましたが、通信手段の海底光ケーブル化によ
り現在は使用されていません。
　頂上の平坦地には、日、月、星の三神を祀

ま つ

る三階山神社があります。また、こ
の神社へ向かう途中の登山道には垢

こ

離
り

掛
か け

堂
ど う

があり、ここには「三階山こりかけの
水」と呼ばれる清水が湧き出ており、神社への参詣者が手洗い水として利用して
います。
　市内の小・中学校や高等学校の校歌では、この三階山が「みはしやま」や「み
はしのやま」と数多く歌われるなど、市民に親しまれています。

三階山の山頂近くにある三階山神社

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

三
さん　かい　ざん

階 山


